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    残念クール
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    「ジンジンって残念クールだよね」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　霞かすみの何気ないひとことが、部室の空気を一瞬にして、不ふ穏おんなものへと塗ぬりかえた。


    「お言葉ですが」


    　眼鏡めがねのフレームをついっと持ちあげて、ジンジンは霞に顔を向ける。


    「クールなのはまあ認めますけど残念というところには了りよう承しようできかねます」


    「あれれっ？」


    　霞はきょとんとなって、隣となりのジルに顔を向けた。


    「あたし……？　なんかのボタン押しちゃった？」


    　尋たずねられたジルは、首を斜ななめ四十五度に振って返してきた。肯こう定ていと否ひ定ていの合間にある角度だ。


    「ボタンってなんのボタンですか。それよりいま問題なのは僕が残念であるかどうかということであって──」


    　ふだんクールなジンジンが、いつになくエキサイトしている。霞はぽかんと聞き直す。


    「ジンジンは、だって、残念でしょ？」


    「ですから僕のどこが残念だっていうんですか。そんな貶けなされるような醜しゆう態たいを先せん輩ぱい方の前で見せた覚おぼえはないんですけど」


    「けなしてなんかいないよ？　残念っていうのは、褒ほめ言葉だよ？」


    「はい？」


    　霞が言った。ジンジンが目を剝むいた。ずり落ちた眼鏡を直すことも忘れている。


    「霞さん。どうして〝残念〟が褒め言葉になるんですの？」


    　このあたりで聖せい羅らが話題に参さん戦せんしてきた。仄ほの暗ぐらい笑みを浮かべながら、面白そうに霞に訊きく。


    「だって残念っていうのは可愛かわいいってことじゃない。そんで可愛いっていうのは褒め言葉じゃない。ヒロインにとって」


    「ちょ──なんでヒロインなんですか!?　誰がっ!?　僕がっ!?」


    　ぎょっとした顔で叫さけぶジンジンに霞は言う。


    「いまジンジンの話をしてるんだよね」


    「わたくしも同意ですわ。どちらかといえば、ジンジンはヒロインの側がわになりますかしら」


    　聖羅が細い顎あごを縦たてに振る。


    「だっ──だいたいヒロインってのは、女の子のことじゃないですか。ぼ──僕はこれでもいちおう男の子なんですけど。そりゃ男の子っぽくないってよく先輩たちに言われてますけど。しかし僕はれっきとした──」


    「ヒーローとかヒロインとかって、男女関係ないよ？　アニメで戦たたかってるのって、たいてい女の子のほうだよ？　日曜の朝に、みんな戦ってるよ？」


    「そりゃ女の子アニメではそうでしょうけど……」


    「女の子だってヒーローやるよ？　だったら男の子がヒロインやったっておかしくないよね？」


    「ジンジンはやはりヒロインですわね。ピンチになるほうであって、ピンチに駆かけつけてくるほうじゃありませんわよ」


    「ですから僕はですね。どちらかといえばヒーローのほうであって──」


    『ジンジン君って、王子さまのほうなの？』


    　皆のやりとりを眺ながめていたジルが、ホワイトボードに書き書きして、ここで参さん戦せん。


    「さっきからそのように言っているつもりですが」


    　眼鏡めがねを直して、ジンジンは言った。


    『じゃあ……。だっこしてみて』


    「はい？」


    　ジンジンは硬こう直ちよくして、変なことを言ってきた先せん輩ぱいの顔を見やる。


    「ジル先輩。すいませんがわかりません。わかるように書いていただけますか？」


    　マーカーを握にぎりしめたまま、ジルは、う～んと大きく首をひねった。


    「だっこってなんですか？　どういう──うわっ!?」


    　ジルの腕うでにひょいと〝だっこ〟されて、ジンジンは叫さけび声をあげた。


    「ジルさんにとって、だっこされるほうはヒロインであり、だっこするほうがヒーローであると、そういうことではないのかしら」


    「お姫ひめ様さま抱だっこだー！　ジルちゃんヒーローでっ、ジンジンは、やっぱ、ヒロインだー！」


    「ちょ──おろしてください！　てかこんなことくらいでなんでヒロインが決ま──」


    「おい。うるせえぞ。仁じん」


    　そこでケンケンの声がかかった。


    「す、すまない。しかし僕のことを皆でよってたかって──」


    　ジルの腕の中からジンジンは言葉を返す。


    「なんだ？　どうした？　なにやってんだ？　おいおまえら──仁のことイジメてんのか？」


    　ケンケンの鋭するどい視線が、女じよ子し三人を順に捉とらえる。


    　霞かすみは口くち笛ぶえを吹いた。ジルはジンジンを床ゆかに下おろした。聖せい羅らはそっぽを向いてかわりにお面めんを向けた。


    　ケンケンが読んでいたマンガに戻っていったあと──。霞たち三人は、こしょこしょと小さな声で内ない緒しよ話ばなしをした。


    （ほら……。やっぱヒロインだよねー。ピンチに助けられるほうだよねー）


    　うんうん、と、ジルと聖羅と霞と、三人で何度もうなずきあった。
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    携帯電話・霞の
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    「四しノの宮みや先せん輩ぱいの携帯。ずいぶん古いですよね」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    「うん？」


    　話しかけられた霞かすみは、きょとんと、ジンジンを見つめ返した。ジンジンが自分から話題をはじめるのは、ひどくめずらしいことである。


    「うんそう。三年……と、二年だから。合計五年？」


    「五年前のですか。どうりでゴツいと思いました。買い換えたりはしないんですか？　最近のは薄うすくて高機能ですよ。でも新機種ならガラケーじゃなくてスマホにしたほうが──」


    「やだ」


    　霞は細くした目で、なにいってんの、とばかりにジンジンをにらみつけた。


    「え？　あのすいません。なにか僕……まずいことを言ってしまいましたか？」


    　人間関係に聡さといジンジンは、自分がなんらかのミスをしてしまったことに、すぐに気づいた。


    「これ。お兄ちゃんのケータイ。あたしが小五の時にもらったやつ」


    「Is it true!? My samurai master's!?」


    「うわぁびっくりしたぁ」


    　突とつ如じよあがったジルの肉にく声せいに、隣となりにいた霞だけでなく、部室中の全員がびっくりした顔をする。


    『いいなー。霞ちゃん。それ。いいなー』


    「でしょ？　でしょ？　でしょー？」


    　女の子二人で盛りあがっているその脇わきで、ジンジンは一人、釈しやく然ぜんとしない顔になっていた。


    　その顔を向けて問いかけた先は、紅茶を静かに口に含ふくむ聖せい羅らである。


    　最近、とある理由により、ＧグツＪジヨ部ぶの部室では、本物の紅茶が出てくるようになっている。


    　聖羅は優ゆう雅がな仕し草ぐさでカップを置くと、ジンジンに向いた。


    「霞さんはお兄様である京きよう夜や様に〝♡〟ですから」


    「はぁ。なるほど」


    「ちがうよ。お兄ちゃんが頼たよりないからほっとけないだけだよ。あたしがいないとぜんぜんダメダメなんだから。おとーさんみたいになっちゃうんだから。それ困るよねかわいそうだよね。お兄ちゃん家だとけっこうぐーたらだよ。言わないとジュース持ってきてくれないんだよ？」


    「それはまあいいとしまして──」


    　わからない部分はわりと乱らん暴ぼうにぶった切って、ジンジンは話を続けた。


    「古い携帯をわざわざ使われている理由は、それですか？　お兄さんのだからという理由？」


    　まだよくわからない顔で、ジンジンは首を傾かしげている。


    　そんな彼に、聖せい羅らは教え諭さとすような姉の目を向けた。


    「ジンジン。貴方あなたには、お兄様がいらっしゃるのだとか？」


    「ええ。まあ正確には兄ではなくて、兄的な人ですけど」


    「もし貴方の携帯が、そのお兄様から頂いただいた携帯なのだとしたら？　たとえ古い機種なのだとしても？」


    「あー……」


    　ジンジンは遠くを見つめる顔になった。わかった顔になっていた。


    「てかおまえさー。テッシーのお古のケータイつかってたじゃん。じっさいに、そーだったじゃん。んでそれがこわれて大泣きして、んで、新しいやつ買ってもらったんじゃん」


    「泣いてないし。あと水没したのは君が僕のことを池に突き落としたからだし」


    「わるかった」


    「いいよ。かわりにスマホを買ってもらえたわけだし」


    　ケンケンにそう言ってから、ジンジンは話の発ほつ端たんである霞かすみに顔を戻した。


    「なるほどよくわかりました。つまり四しノの宮みや先せん輩ぱいはお兄さんに〝♡〟なわけですね」


    「もうジンジンまで。ちがうって。べつに〝♡〟じゃないって。なんでみんなそれゆーのかな」


    『あっ。ジンジン君？　いま〝♡〟って言った？　ねえ言った？　てゆうことはジンジン君も〝♡〟なの？　Tessyさんって、ねえ、どんなひとー？』


    「ぜんぜん〝♡〟じゃないですけど。ええ。強しいて表現するならサムライ的な人じん物ぶつでしょうか」


    「My samurai master?」


    「いえそのマイ・サムライ・マスターというのはよくわかりませんけど。古こ武ぶ術じゆつをやっていますから、いわゆるグローバルイメージ的なサムライには近いかと──」


    「ケンカ、つえーんだぜー」


    「兄は喧けん嘩かはしない。武ぶ道どうは喧嘩に用もちいるものじゃない」


    「いま〝兄〟って言いましたわね。〝兄的〟ではなくて」


    「みんな〝♡〟とか〝♡〟とか、うるさいよ、もー」


    「いってねーだろー」


    「ケンケンに言ってないよ。ジンジンだよ。さっきから〝♡〟ばっか飛ばしてる。見なよ空くう中ちゆう」


    「なんにも言ってないですよ」


    「あら大変ですわね。三角関係ですわ」


    「いったい誰と誰が三角関係だっていうんですか」


    「では投票します。ジンジンとケンケンとテッシーの三角関係問題に賛成のひとー！」


    「なーなー？　おーい？　なんで俺おれまで入ってんだー？」


    「はい賛成五、反対一で、可決認定されました！」


    「抗議します。いまの健けん太たのそれは賛成の挙きよ手しゆじゃないと思うんですけど」
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    携帯電話・聖羅の
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    「では次はわたくしの番ですわね」


    「あれ？　これって部活動？　もうはじまっちゃった？」


    　霞かすみはきょとんと首を傾かしげた。ＧグツＪジヨ部ぶでは、こうして決まった順番で物もの事ごとが進んでゆくことがある。それをＧＪ部では「ローテーション」と呼んでいる。


    　聖せい羅らがカバンを引きよせる。取りだしたスマートフォンを、机つくえの上に置いた。


    　カバーもストラップも液えき晶しよう保護シートもなくて、剝むきだしのままで、ごろんと置く。


    「天あま使つか先せん輩ぱいのスマホはiPhoneですよね」


    「これって、そうなんですの？」


    　聖羅は自分のスマートフォンを手にとって、しげしげと眺ながめた。自分の使っている機種の名前を、いま初めて知ったとでもいう顔だ。


    「僕もかなり迷まよったんですよ。どちらにするのかで。ちょっと操そう作さしてみてもいいでしょうか」


    「森もりが渡してきたものを使っているだけですけど。──って。ぜんぜん聞いてないですわね。この子」


    　聖羅から手渡されたスマートフォンを、ジンジンはさっそくいじり始めている。


    「セラちゃんのケータイって。それ。森さんとおんなじやつ？」


    　いつもの愛称で霞から呼びかけられて、聖羅はにこりと笑みで答える。


    「〝スマートフォン〟もしくは〝スマホ〟と言わないと、きっとジンジンがうるさいですわよ」


    『いまは静かだと思うよ』


    「ああうん。やっぱりRetinaディスプレイは……、やっぱり細こまかいな……」


    　ジンジンは画面を見つめてぶつぶつと独ひとり言ごとをつぶやいている。


    「なんで男だん子しってメカ大好きなんだろ」


    「俺おれはケータイになんかキョーミねーぞー」


    「ケンケンは電気で動くものにはみんな興きよう味みないよね」


    　そのあたりで紅茶のおかわりが回されてきた。みんな砂さ糖とうを入れたり、ミルクを入れたり、自分なりの楽しみかたで紅茶を味わう。


    「俺ー、八杯ー」


    「ケンケン。あんたは紅茶にごめんなさいと言え」


    　これまでドリンクは校内の自販機で買っていたが、最近は紅茶がほとんど自動的といっていい勢いきおいで出てくる。


    　お小遣い節約にもなるし、そしてなによりも、おいしかった。


    「森さんとセラちゃんって。おんなじやつ使ってるの？」


    　しばらく紅茶を楽しんで──。霞かすみはさっきの話に立ち返る。


    「ええ。たぶん」


    『森もりさんと聖せい羅らちゃんって……〝♡〟かな？　かなかなっ？』


    　ジルはおっきなハートマークをホワイトボードに書いて示す。マーカーの色にわざわざピンクを使っている。


    「ジルちゃん。それさっき終わったよー」


    『え？　だめ？　これ終わり？　もうおしまい？』


    　ジルはショックを受けた顔でいた。まだまだ続けたいという顔だ。


    「ふふふ。ご想像におまかせしますわ」


    「だめだー！　終わってなかったー！」


    　聖羅に裏切られて、霞が叫さけぶ。


    「はっ！」


    　すっかり放っておかれたジンジンが、不意に、妙みような声をあげた。


    　周囲をきょろきょろと見回している。


    　皆の視線がすっかり離れていることに、いまさらショックを受けているような顔だ。


    「……すいません。つい夢中になってしまいまして。しかしこれ凄すごいですね。けっこう操そう作さしていたのに、バッテリーが全然減ってない」


    「そこ？　感心するのって──そこなのっ!?」


    「え？　いえあのすいません。たぶん聞いていませんでした。なんの話だったんですか？」


    「森さんとセラちゃんが〝♡〟なのかどうかってこと」


    「は？　ああ……。そっちですか。なんで女性ってこういう話、好きなんでしょう」


    「ジンジン。君はいま、ちょこーっと女性差別っぽいことを言った」


    「そう受け取られましたのでしたら謝しや罪ざいする用意があります」


    「わたくし思うんですけど。霞さんもさきほど殿との方がたを差別されていたようですけど」


    「そっか。じゃあ相あい打うちだね」


    　そこで霞は部屋の皆をぐるりと見回した。


    「さて──」


    　と、霞がカップを机つくえに置く。


    「じゃあいっくよー。森さんとセラちゃんが〝♡〟かどうかの採決をとりまーす！」


    「わたくしとしましては、どちらかといえば姉ねえさまや姉ねえ様と〝♡〟かどうか判定していただきたいところなのですけど」


    「なーなー？　なー？　〝森さん〟って、それだーれー？」


    「はいセラちゃんもケンケンも賛成挙きよ手しゆありがとっ。──では賛成六で可決認定されました」


    「ですからいまの健けん太たの挙手はそれ違うと思うんですけど」
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    「つぎはジルちゃんだね」


    　と霞かすみが言う。


    　ローテーション的には、霞にはじまって、聖せい羅ら、ジルときて──そして最後がジンジンだ。ケンケンの番は、いつも飛ばされたり、なかったりする。


    『わたしの携帯。すごいんです』


    　と、ジルは動物さんストラップのついた携帯を机つくえの上に置いた。


    「ほほう」


    　興きよう味み深げに唸うなって、ジンジンは眼鏡めがねのフレームをついっと持ちあげて、検けん分ぶんに入る。


    「とりたてて特別なところは……。普通のガラケーに見えますけど」


    　自分のスマートフォンを持ちだしてきて、さくっとネットで型番を検けん索さく。その検索結果を見て、ジンジンは首をひねっている。


    「これはなにか改造でもしているってことでしょうか？」


    「すごいねー。この爪つめの鋭するどいクマさんって手作り？　ジルちゃんってば器用ーっ」


    『紐ひもは霞ちゃんにもらったのだよ。リリアンで編あんでくれたあれー。爪は本物』


    「すいません聞いてください。この携帯のいったいどこがすごいんでしょう？」


    　すまなそうな声でジンジンが言うと、ジルは女の子同士の話から戻ってきた。


    　えっへんと胸むねを張る。さらに片手を胸むな元もとにあて──。


    『これ。姉さんと。おんなじやつなんです』


    　ジルは喉のどを示してホワイトボードをぱたりと立てた。


    　自慢するポーズで──たいへん誇ほこらしげに。


    「それは凄すごいですね」


    　あまり心のこもっていない声で、ジンジンは応おうじた。


    「ジンジンってすごいよ。やっぱり女の子に優やさしい子だよ。そこって普通、突っこむとこだよ」


    「そうですわね。形ばかりでも肯こう定ていするところがジンジンの優しいところですわ」


    「こいつ女たらしなんだぜー」


    「ちょ──なんでみんなで揃そろって僕にだめ出しなんですか」


    『あれ？　だめだった？　すごくなかった？　がっかり？　しょんぼり？　ごめんねー』


    「ジルちゃんって、お姉さんのこと、ほんと大好きなんだねー」


    『ううん。霞ちゃんには負けてると思うよ』


    「あたし海まで渡らないってー」


    　霞はころころと笑う。


    　ジルは姉を慕したうあまり、たったひとりで海を渡ってカナダからやってきてしまった子。


    「では霞かすみさん。お訊たずねしますけど。もしもお兄さまがイギリスに留学してしまったら？」


    「だめーっ!!」


    『ほら』


    　ジルと聖せい羅らは声を合わせて、ころころと笑った。


    「ところで〝♡〟の話は、やらなくていいんでしょうか」


    「ジンジンいま〝♡〟って言った！　〝♡〟って言った！」


    『わたし？　わたしはもちろん〝♡〟です。姉さんと〝♡♡〟』


    「自分で認めちゃっているんですけどいいんですかこれ？」


    「おまえが姉ちゃんのこと好きでも、姉ちゃんのほうは迷めい惑わくしてたりしてなー」


    『そんなことないもん！』


    　急に大声で──ではなくて、大きな文字でジルはホワイトボードにそう書いた。


    　目の端はしに涙を溜ためこんで、きっ──と、強いまなざしで主張する。


    　そんなジルに、霞が慌あわてた顔でフォローを入れる。


    「だ、だいじょうぶだよー！　キララさんジルちゃんに〝♡♡〟だからー」


    「わたくし思うに〝♡♡♡〟くらいだと思いますけど」


    「いやいや。〝♡♡♡♡〟くらいだよ。ぜったいそうだよー」


    『そ、そうかな？』


    　ちっちゃな字でジルは不安そうに問いかける。


    「挙きよ手しゆ！」


    　霞が手のひらで机つくえをぶったたいた。男だん子し二名が、さっと手を挙あげる。


    「なーなー？　キララさんって。それなんだー。だれだー？」


    　ケンケンは例によって〝賛成〟じゃなくて〝質問〟のほうの挙であるが。


    「ほら！　全員一致だから！　ジルちゃん！　六対〇で認定可決されたから！」


    「健けん太たのこれはやはり違うと思いますし、僕のこれも脅きよう迫はくに屈くつしただけで違うんですけど。キララさんってどなたでしょうか？　僕も訊ききたいですね」


    『ジンジン君。家は三丁目だったよね？　なら朝起きて郵便受けに立ってると会えるよ。姉さん新聞配達してますから』


    「ああ。あの大きなお姉さんですか。猫ねこ族ぞく引き連れて新聞配達している──。後うしろ姿だけ見たことあります。いつも凄すごいスピードで駆かけ抜けていって、新聞だけ突き立っているんですよね」


    『写真！　たくさんあります!!　姉さん。見て見てー♡』


    　物凄い枚数の写真がジルの携帯のなかに入っていた。三十二ギガバイトぐらいびっしりと。


    　ジルが姉に対して〝♡♡♡♡♡〟くらいであることは、間違いがなかった。
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    携帯電話・ジンジンの
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    「そして僕の携帯がこれです」


    　ようやく自分の番がきたジンジンは、ポケットから出したスマートフォンを、すっと机つくえの上に滑すべらせた。


    『ねえジンジン君。そこ〝スマホ〟って言わなくていいの？』


    「僕のスマホがこれです」


    「言い直した。言い直したよ」


    　霞かすみがはやしたてる。


    　ジンジンは素そ知しらぬ顔で無視を決めこむ。


    「あたしケータイとスマホの区別って、なんだかよくわかんないんだー」


    「わたくしもですわ」


    『わたしもー』


    「天あま使つか先せん輩ぱいのそれはスマホです。四しノの宮みや先輩のものとジル先輩のものはそれはガラケーです」


    「そっかー。あたしのガラケーとかゆーのだったんだー。ずっとケータイなんだと思ってた」


    「携帯ではありますがガラケーです」


    「やっぱりケータイだったんだー」


    「フィーチャーフォンと呼ばれることもあります」


    「わかんないよ」


    「ええとですね。まずガラケーという言葉は、ガラパゴス・ケータイの略りやくでして。ガラパゴスというのは、取り残されて独自進化を果たしたという意味で、ダーウィンの訪おとずれたガラパゴス諸島に掛けてある言葉なわけで──」


    「あたしのはいーから。ジンジンのやつの説明しなよ。──したいんでしょ？」


    『霞ちゃん。それ言っちゃだめなことだよ。わかっていても黙だまっていてあげなきゃ』


    「ジルさんのそれも大たい概がい黒いと、わたくし、たまに思うんですけど」


    　三人娘が口をつぐむ。


    　紅茶のおかわりが、また回ってきていた。


    　砂さ糖とうを入れてミルクを入れて、八杯を超えて九杯目の砂糖を入れようとするケンケンの手に、霞がびしっとチョップを叩たたきこんで──。


    　ややあって、ジンジンがＭＰの回復を終えてから、マイ・スマートフォンの説明を始める。


    「僕は中学生なわけですし。そう易やす々やすと買い換えられる身分ではありませんので最新機種ではないのですが。それでも昨年の秋モデルですから一つ前の世代のものです」


    　朗ろう々ろうとはじまった説明をＢＧＭに皆はお菓か子しをつまんでいる。


    　ほー。へー。はー。


    　──とばかり、とりあえず感心する顔を見せる。


    「旧式とはいえ、重要でそして主要な機能に関しては、最新といって差し支つかえないかと思います。現行最新機種と違う点といえば、クアッドコアではないことと、ＬＴＥ対たい応おうの有う無むくらいですね。僕自身の価値観のなかではこれらは特に重要なファクターを占しめてはいません」


    　プリッツの箱が差しだされて、お菓か子しが薦すすめられる。ジルと聖せい羅らは一本より多く三本よりは少ない親友の本数を間違うことなく抜き取っていった。ケンケンはごそっと四本も抜いてゆく。そのケンケンに霞かすみは仕方ないなぁ、というお姉さんの目を向ける。


    「特にこだわったのはディスプレイです。これ一見すると液えき晶しようのように見えるんですけど、じつは有ゆう機きＬＥＤなんですよ。iPhoneのRetinaディスプレイには及びませんが解かい像ぞう度どはかなり高いです。肉にく眼がんでドットを識しき別べつするのはもはや困こん難なんといえますね」


    　ジンジンは淡たん々たんと説明を続ける。


    　しかし言葉自体は抑よく揚ようを欠かいてはいても、眼鏡めがねの下のその目は、爛らん々らんとした輝かがやきを放はなっている。


    　誰に向けられるともなく、壁かべを向いてジンジンは話し続ける。


    「電池は大容量電池パックに換かん装そう済ずみです。純じゆん正せい品ひんではないのですがサードパーティに良いものが見つかりまして。やはりこの機種は電池食ぐいですからね。裏うら蓋ぶたは換えていませんので外がい見けん的てきには純正で一見ノーマルに見えるのがポイントです。あとこれ、外見はほぼノーマルですがソフトウエア的には色々と手を加えてあるんですよ。文ぶん鎮ちん化かしてしまう危険も顧かえりみずＲＯＯＴ権限を取しゆ得とく済みです。その甲か斐いありまして、まったくもって不要なプリインストールアプリのアンインストールや、ClockWorkMODを利用してのバックアップなど。色々と活用できています。ああ。皆さんは真ま似ねされないほうがよいかと存じます。もちろん保証がなくなりますし、自己責任になりますので。万ばん人にんにお勧すすめできるという類たぐいの楽しみかたではありませんから」


    「ねえ……、だれか……、わかるひといる？」


    　霞が不安そうに、皆の顔を見回した。


    　首が横に振って返されてきたり、両手が水平に広がって〝お手上げ〟のポーズになってきたりして、誰一人として理解する者はいないとわかって、霞は、にぱっと顔を明るくさせた。


    「ジンジン日本語話して！」


    　机つくえをばしばしとぶっ叩たたいて、そう糾きゆう弾だんする。


    「あの……。どのへんがわからなかったのでしょう？　そこを言っていただければ説明をすることも可能で──」


    「全部！」


    「えっ？」


    　ジンジンは愕がく然ぜんとした顔で──ショックを受けていた。
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    携帯電話・ケンケンの
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    「じゃあさいご、俺おれのターンなー」


    　腕うで組ぐみをゆっくりとほどきつつ──ケンケンがそう言った。


    「ケンケンあんたケータイ持ってないじゃない」


    「あるぞー！　持ってるぞー！　もしもーし！　あー！　オレオレ！」


    　耳元に手をあてて、ケンケンは電話をかけるポーズ。


    　そんなケンケンに向けられるのは──最大に好意的であっても、生なま暖あたたかい視線まで。親に言っても買ってもらえなかったとかいうのであればともかく、ケンケンの場合には、「そんなのいらんもんねー」とカッコつけで強がっているだけ。可哀かわい想そうだなんて、誰も思わない。


    「うんそうそう！　俺もなー、そうおもうぞー！　あっはっはー！」


    　ケンケンのエア携帯電話はまだまだ続く。別の意味で〝可哀想な目〟が向けられる。


    　霞かすみはその顔をケンケンから離した。


    　ふいっと──部屋の隅すみへと、振り向けた。


    「ケンケンは放っておいていいから。──じゃあ小こ森もりさん。どぞ」


    　部屋の隅にパイプ椅い子すを置いて、膝ひざを揃そろえて座っていた少女が、霞に声を掛けられて、ぴくりと身じろぎをした。


    「……なんでしょう？」


    「小森さんの番だよ。ケータイ自慢」


    「承知しました」


    　彼女は静かな声でそう答えた。


    　さっきから定期的に紅茶を出していたのが彼女である。その他、多数決を採とる挙きよ手しゆにだけは参加していたが、会話には一いつ切さい加わっていない。それでなにをしているのかと思えば、椅子に座ってじっとしているだけ。


    「小森。携帯持っていましたっけ？」


    　聖せい羅らがそう訊きく。


    　小森と呼ばれたその少女は、曖あい昧まいに顎あご先さきを振って返してきた。整ととのいすぎるその顔はクールそのもの。なんの表情も浮かんでいない。


    　彼女は聖羅の知りあいということで、最近このＧグツＪジヨ部ぶに籍せきを置くようになった少女だった。


    　聖羅はなにか困ったことが起きると、すぐ「森もりを呼びます」とスマートフォンを持ちだす。そして天あま使つか家けの、執しつ事じ兼けん、護ご衛えい兼、メイド兼、侍じ従じゆうであるところの──〝森さん〟を呼びつけようとする。そうすると全員でよってたかって止とめるはめになる。


    　何度かそんなことが繰り返されたあとで、聖羅がＧＪ部に引っ張りこんだのが──この〝小森〟という名の少女だった。


    　どうやら森もりさんの親しん戚せきであるらしい。そういえば顔も森さんと瓜うり二つ。森さんから、たぶん十歳少々の齢としを引き算すると、中学一年の小こ森もりさんとそっくりになるに違いない。


    　彼女のおもな仕事は紅茶係。たまにリンゴを剝むいたりもする。今日の部室に、本物の紅茶のいい香りが立ちこめていて、皆のティーカップや紙コップに、常に紅茶が満ちているのは、みな、小森さんのおかげだ。


    　ほとんどの時間、小森さんは定位置のパイプ椅い子すに座っているだけだが、たまに起き動どうしてきては、紅茶を入れる。終わると元の位置に戻って、最初と寸すん分ぶん違たがわず、同じ姿勢に戻るのだ。誰が言いだしたか。小森さんがその状じよう態たいにあることは「サスペンドしている」と呼ばれている。


    　小森さんが来てからこちら、聖せい羅らの〝森を呼びます〟のスキルは一度も発動していない。


    「私はべつに──」


    　と、小森さんは曖あい昧まいに首を振った。部活動に参加する必要はない、とでも言いたげな顔。


    「それに私は、携帯を持っては──」


    　と、そう言いかけたところで──。


    「──あはははは！　そっかー！　わかってくれるかー。トモちゃんはやっぱ俺おれの大親友だ！」


    　エア携帯で話すケンケンの大声がかぶさってくる。


    　小森さんは予備動どう作さもなく、すっとパイプ椅子から立ちあがると、部屋の隅すみの棚たなに向かった。


    　そして引き出しから、針、糸、セロハンテープを取りだしてきた。


    　戻ってくると、こんどはテーブルの上のお菓か子し袋から、白い紙コップを二つほど取る。


    　紙コップの底に針を通し、糸を通し、結むすんで大きく玉を作って、糸の余分を口に含ふくみ、歯で嚙かみ切った。セロハンテープを貼はり付けて補強する。同じ作業をもう一個の紙コップでも行おこなうと、木も綿めん糸いとで結ばれた、一組の糸電話が完成した。


    「これが私の携帯電話です」


    　小森さんは〝携帯〟の片かた側がわを、ケンケンへと差しだした。


    「お？」


    　ケンケンは受け取った〝携帯〟を耳に当てている。小森さんは糸をぴんと張り渡した自分のほうの〝携帯〟に、口を近づけて──。


    『もしもし。トモちゃんです』


    『いたーっ！　トモちゃんホントにいたーっ!!』


    「どうどう」


    　エキサイトするケンケンを霞かすみがなだめる。


    「よかったですわね。ケンケン」


    　細めた目で、聖羅はケンケンを見る。そして同じ目を小森さんにも向けて──聖羅は、深ふか々ぶかとその目をうなずかせた。
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    異能覚醒
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    「異い能のうにあこがれること一年！　ついに神はあたえたもうた！」


    　いつもの放課後。小こ森もりさんが増ふえてますますせまくなったいつもの部室。


    　霞かすみが急に雄お叫たけびをあげて立ちあがっても、誰も驚おどろかず、騒さわがなかった。本に栞しおりをはさんだり、飲みかけの紅茶を最後まで飲み干したり、急がず慌あわてず、やりかけの作業を終わらせている。


    「すっげー！　かっけー！　なーなー？　それどんな異能？」


    　一人だけ超ちよう反はん応のうする者がいた。ケンケンだ。


    「手。だして」


    　まっさきに反応してきたケンケンに、霞はそう言った。


    　差しだされてきたケンケンの腕うでを、両手でしっかりと摑つかむ。肘ひじと手首のあいだの皮ひ膚ふを、ぞうきんでも絞しぼりあげるように、ぐいっとしぼりあげた。


    「四しノの宮みや電でん撃げきショ──ック！」


    「うわちゃあたぁああああ──っ!?」


    　ケンケンが悲ひ鳴めいをあげる。


    「なんかきた!?　ビリッときた!?　なんかいま手にビリッときたあぁ!?」


    　椅い子すから転ころげ落ちて膝ひざをついたケンケンは、「四ノ宮電撃ショック」とやらを浴あびた腕を押さえながら、目を見み開ひらいて驚いた顔を霞に向けている。


    「ふはははははッ！　みたか！　我われに目め覚ざめし第一の異能！　その名も！　名付けて〝四ノ宮電撃ショック〟──!!」


    　霞は手をなんかひゅるひゅると動かして、構かまえを取る。


    『霞ちゃん。ノリノリだね～』


    「よかったですわね。ようやく念願の異能が身について」


    「ですから僕は前にも言いました。戦たたかうべき相手を持たない〝力〟は無意味であると」


    「す……、すっげー!!　ほ、ほんとになんか──電気みたいなのでたー!!」


    　ケンケンは驚いている。赤くなった自分の腕をしきりに撫なでさする。


    『霞ちゃん。いま。第一の異能って言ってたっけ？』


    「ということは第二の異能もあるのかしら」


    「異能は一人一個というのがセオリーですが。しかし希まれに二つ以上の異能を持つこともありえますからね」


    　ジル。聖せい羅ら。ジンジンの三人は、微び妙みような温度差を保たもちながら、それぞれ思い思いのコメントを差しはさむ。


    　そして小森さんは、壁かべ際ぎわのパイプ椅子に座ったまま。身じろぎもしない。


    「ふ、ふたつめのやつ！　そっちもみせてくれ！」


    「ふふふふふ。我わが第二の技わざを見たいと申すか。ならばお前は、さらにおぞましきこの世の地じ獄ごくを味わうことになるが？　その覚かく悟ごはあるのか？」


    「ある！　みる！　俺おれにかけてくれて！　いーから！　俺ぜってー死なねーからっ！　俺この戦たたかいがおわったら故郷に帰って家を継つぐんだから!!」


    「じゃケンケンあっち向いて」


    　急に素すに返った声になって、霞かすみは言った。


    「ん。そう。そこ立って。むこう向いて。じゃこの肩のところに……、異い能のう、いっくよー？」


    　霞はいたずらっぽく微ほほ笑えんで、ケンケンの肩のうしろに狙ねらいをつける。


    「おし！　こい！」


    　熱ねつ血けつしていて力を込めるケンケンの背中に、霞は顔を近づけた。胸むね一杯に、大きく息いきを吸う。


    「四しノの宮みやスパ──クっ！」


    　ケンケンのワイシャツの肩口に口を当て、息を「ふぅ～～」っと吹き込んだ。


    　服越しに生なま暖あたたかい息が染しみこんで、なんともキモチワルイ感かん触しよくが、ケンケンの背せ筋すじを這はいあがる。


    「うひゃわひゃ！　うひゃひゃひゃひゃっ！」


    「我が第二の異能！　〝四ノ宮スパーク〟は！　ＭＰに対して精神ダメージを与える技なり！」


    「す……、すげー……、すげー……、ほんとに異能だ……、ホンモノだぁ……」


    　ケンケンは腰こしが抜けてしまったように、ぺたんと床ゆかに座りこんでいた。魂たましいが抜けてしまったかのような表情で、仁に王おう立だちする霞をぼんやりと見上げる。


    「誰かそろそろ突っこむべきなのではなくて？」


    「お任まかせします」


    『えー。わたし？　わたしより、こういうのは聖せい羅らちゃんのほうが……』


    　たらい回しで指名を受けた聖羅は、紅茶を一口含ふくんでから──解説をはじめた。


    「最初の技は腕うでの皮ひ膚ふがねじられることによる痛いたみを電気と錯さつ覚かくするだけで、べつに電気が出ているわけではありませんわ。二つ目の技は息がぬるくて、ただ単にキモチワルイだけですわ」


    「あー。だめだよー。ネタばらししたらー。ケンケン信じてたのにー」


    「ケンケンしか騙だませませんわよ」


    「え？　あれ？　……おい？　ちがうの？　異能じゃねーの？」


    　ケンケンはようやく事じ態たいを悟さとった。


    「だましたな！　だましたのか！　俺を！　うそつき！　うそつきつきつき！」


    「えーい！　うるさーい！　四ノ宮電でん撃げきショーックっ！」


    「あぎゃわぎゃはぎゃはわ──ッ！」


    　ケンケンの悲ひ鳴めいが部室にこだました。
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    さくらんぼ
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    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　場にいる皆を、ぐるりと見回して、霞かすみは高らかに声を張りあげた。


    「きょうのスペシャルおやつはー！　さくらんぼでーす！」


    　さっと布ぬのナプキンを取り去ると、かごにはぎっしりとサクランボが詰まっていた。水道できれいに洗った赤い実は、つやつやと輝かがやいて、いかにも美お味いしそうだ。


    「おー」


    　ぱちぱちと、なんとなく皆から拍はく手しゆが起こる。


    「ジルちゃんが持ってきてくれたんだよ」


    『駅のほうに小さな山があってね。あそこの木にいっぱい生なってたよ。鳥さんたちとヌシさまに断ことわって、すこし分けてもらってきちゃった』


    「おー。でかしたぞー。ジル」


    　ケンケンがさっそく手を伸ばす。茎くきにつながったままのふた粒つぶを、ぽいと口に放りこむ。


    「んめー」


    「ねえねえ。ケンケン知ってた？　さくらんぼって、サクラの木に生はえるんだよー」


    「そうか。だからサクランボってゆーのかー」


    「まんまですわね」


    　ひょいぱく、ひょいぱくと、会話の合あい間まにサクランボが一つずつ口の中に消えている。霞とケンケンは食べるのに忙いそがしい。聖せい羅らとジンジンも、はじめおずおずと伸ばしていた手が、しだいに大だい胆たんになってゆく。皆が食べはじめるのを見て、にこにこと微ほほ笑えみを浮かべながら、ジルもきっかり皆の五分の一のペースで食べている。小こ森もりさんの前にも小こ鉢ばちで〝お供そなえ〟ができていた。食べているかどうかは不明だが。


    　誰もが無言。皆は黙もく々もくと食べつづける。


    　かごいっぱいのサクランボが、半分ほどに減ったころ──。


    「ねえ知ってた。さくらんぼのね……、茎をねっ……」


    　口をもごもごさせながら、霞がなにかを言っている。


    「なんですの？」


    『なーにー？　霞ちゃん？』


    　霞は唇くちびるを突きだしたりすぼめたり。ほっぺたを膨ふくらませたりへこませたり。しきりになにかをやっている。しばらく格かく闘とうしていた霞だが、やがて諦あきらめて、舌したを、んべっと突きだした。


    　サクランボの茎が、舌の上に載のっている。


    「だめだぁ。できないやぁ」


    「ですから。なにがですの？」


    『なにができるといいの？　霞かすみちゃん？』


    「あのね。さくらんぼの茎くきをねっ。クチのなかで結むすべちゃう人って。その……、上じよう手ずなんだってさ……」


    「上手？　なにがですの？」


    『なになに？　なにー？』


    「だから、そのっ……、あれっ。あれだよ。おクチに関係してくる、あれだとか……」


    「あれと言いますと……あっ」


    『あっ。あっ。あーっ……』


    　聖せい羅らとジルと、二人してほぼ同時に──なにかに気づいた顔になる。


    　女じよ子したち三人は、そこから無む言ごんとなった。


    　さくらんぼの実のほうではなく、茎を口の中に入れる。そして舌しただけを使ってその茎を結んでみようとする。


    　男だん子したちが黙もく々もくとさくらんぼを減らしてゆくその横で、別なことに集中している。


    「なーなー。おまえら。食わねーの？」


    　かごの中身がだいぶ減ってきたところで、ケンケンが女子たちにそう言った。


    「くっちまうぞー？」


    　しかし返事はない。


    「いいのかー？」


    　まったく返事はない。


    「先せん輩ぱいたち。なにをされているんでしょう？　先ほどから？　それは新しい遊びですか？」


    　霞と聖羅は答えない。いま大変に忙いそがしい。いまだに一度も成功していない。


    　しかし口を開あけなくても筆ひつ談だんで会話のできるジルがいた。ホワイトボードに書き書きとやって、答えを返してくれる。


    『さくらんぼ結びの練習なんです』


    「はぁ？　さくらんぼ結び？」


    『お口のなかだけで結べると……、あれがああして、ああなるの』


    「はあ。なんだかよくわかりませんけど……」


    　と、ジンジンは茎を口に含ふくんだ。


    「こうですか？」


    　戻ってきた舌の上で、茎は見事に固結びになっていた。一瞬の早はや業わざであった。


    「み──見み損そこなったよ！　ジンジン！　君ってそんな！　どこでそんな修行とかしてたのっキスの練習とか──!?　この女たらしいぃ！」


    　霞を筆ひつ頭とうに女子たち三名から非ひ難なんの目を向けられて──ジンジンは途と方ほうに暮れていた。
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    衣替え
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    　六月に入って、最初の日──。


    　いつもの部室は、なんだか雰ふん囲い気きがちがっていた。


    　その理由は、はっきりとしていて──。


    　昨日まで冬服だった制服が、今日、いきなり夏服へと換わったからだった。


    　男だん子したちは、新入学の四月に慣れない制服なんてものを生まれてはじめて着せられて、ようやく慣れてきたかと思ったのに、またごわごわのシャツとズボンに取り換えられてしまった。


    　対して女じよ子しのほうは去年も着た夏服だ。去年の秋にしまったものをクローゼットから引っぱりだしてきた者もいれば、侍じ従じゆうから与えられて、今年もまたオートクチュールの新品を着ている者もいる。


    　だが男子たちのように今年はじめて着るわけでもないので、ほどほどに落ち着いている。


    　それでも新しん鮮せんな気分は感じていて──。


    　女子たち三名の会話は、いつもより弾はずんだものとなっていた。


    「でね。おにーちゃんったらひどいんだよ。〝じゃーん〟ってやったのになにも言わないの。気づいたの朝ご飯食べおわってからなんだよしんじらんない。しんじゃえばいいのに」


    　話題もだいたい衣ころも替がえについての話だ。


    「おにーちゃんが言うには、〝パチモン探さがしかと思ってちがうところ探しちゃってた〟だってさ。なにそれぜんぜん意味わかんない。しんじゃえ」


    「お兄様を呪じゆ殺さつされたいのでしたら、精せい霊れいの入っている小こ瓶びんをお譲ゆずりしますけど。ああでも死体は払い下げてくださいましね。御お札ふだを貼はって使し役えきしますので」


    「だめーっ!!」


    『あはははははは』


    　どこまで冗じよう談だんなのか本気なのかわからない聖せい羅らの言葉に、霞かすみがどこまで本気なのか冗談なのかわからないリアクションを返して、ジルはただ笑っている。


    　そんな女子たちを、じーっと見つめる視線が、ひとつ。


    　ケンケンは机つくえの上に腕うでを置き、そこに顎あごを載のせ、そして目だけを女子のほうに向けていた。


    　一人一人違う女子の制服に、じーっと視線を向けている。


    「……なに？」


    　視線を、おもに二の腕のあたりで感じ取った霞は、視線の発生源を探して首をめぐらせた。


    　じーっと見ているケンケンと目が合う。


    「なに？」


    「べつに」


    「そ」


    　そう言って霞かすみはおしゃべりに戻ったが──。


    　やっぱりまた視線を感じて、すぐに振り返る。


    「だからなに？」


    「なんでもねーよ」


    「なんか。……目。えろくない？」


    「ざけんな」


    「じゃあ見んな。あっち向け。てゆうかむしろあっち行け」


    「あっちってどこだよ」


    　せまい部室のなか。移動するスペースはそんなにない。


    「具体的にいえば窓まどの外」


    「おいカスミ。べつにおまえなんかみてねーよ。おまえらのことみてんだよ」


    「あらまー。奥様っ。ケンケンは思春期に入ったらしいですわよ」


    「それは喜よろこばしいことですけど。だけどいやらしい目を向けられるのは正直、不ふ快かいですわね」


    「だーかーらー!!」


    　視線の意味をどんなふうに取られていたのか、さすがにケンケンも気がついた。弁べん解かいと慌あわてと怒いかりとが、三分の一ずつ混まざって、ばたばたと振り回す手足に現あらわれる。


    「だから服っ。おまえら。服がちがうなって。……そうおもっただけ。ヘンなイミじゃねーよ」


    「服？」


    　霞は目をぱちくりとさせた。


    「──すごいケンケンが服みてた!!」


    「やはり思春期の目め覚ざめですわね」


    『ケンケン君。これ一緒にみる？　──ほらっ。これファッションの本だよ』


    「いえ。健けん太たが言っているのは──」


    　と、ここで〝ケンケン学〟の第一人者であるところのジンジンが、説明にはいった。


    「──皆さんの制服がそれぞれ異ことなるということではないでしょうか。天あま使つか先せん輩ぱいはセーラーブレザーですよね。四しノの宮みや先輩はセーラーで、ジル先輩はセーラーブレザーですが白いタイプ」


    「なーなー。おめーら。なんで、ちがうセーフクきてんのー？」


    「──と健太は、衣ころも替がえの今日、気がついたわけです。なぜみんなセーラー服、もしくはセーラーブレザーで統一されていないのか。彼の表ひよう層そう意識に、今日はじめて、その疑問が到とう達たつしたわけです」


    「やっぱり服なんてぜんぜん見てなかったー!!」


    「健太をなんだと思っているんです。健太ですよ？」


    〝ケンケン学〟の世界的権けん威いは、そう言って、重おも々おもしくうなずいた。
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    記憶力
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    「霞かすみさんの番号なのですけど。教えてくださるかしら？」


    「ん？」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　聖せい羅らがスマートフォンを取りだしながら、そう訊きいてきた。


    「どしたの？　セラちゃん？」


    　霞は首を傾かしげた。霞の番号は当然入っているはず。二人はべつにケンカなどしていないから、消したりもしていないはず。


    「新しく取り換えましたの。それで消えてしまいましたの」


    「ああ。なーる……。えと。そっち。アイポンだっけ？　赤外線できたっけ？」


    　納なつ得とくして、霞は携帯を操そう作さする。


    「おや？　天あま使つか先せん輩ぱい。アイポンじゃなくてiPhoneですが。新型はまだ出ていないはずですけど」


    　スマートフォンにはうるさいジンジンが興きよう味みを持ってくる。


    「おなじやつですわ。たぶん。……ガラスに傷きずがついてしまったので次のものに替えましたわ」


    「そ、そ、そ──そうですか。そ、そ、それは……、よ、よかったですね」


    　なぜだかジンジンはショックを受けているようだった。


    「そ、そうならないように……、ほ、保護シートとかを使うと、い、いいと思いますよ……」


    「べつにいいですわ。面めん倒どうですし」


    「えーっとえーっと。番号どこで出すんだったっけー。あたし何番だったっけー？」


    　ジンジンが再さい起き不ふ能のうのＭＰダメージを受けるあいだ、霞はずっと携帯を操作していた。


    「〇九〇、三一二〇、○×△□──」


    　ぼそっとつぶやいたのは、ケンケンだ。


    「ケンケン！　サンキュー！　だけどすごいね。ケンケン。あたしの番号覚おぼえてくれてるんだ」


    「おめえのだけじゃねーよ。みんなのだってぜんぶ覚えてるよ」


    　ケンケンは面倒くさげに言った。ペンをくるくる高速回転させながら、宿題に向かっている。


    「うっそだー」


    「ジルは〇九〇‐七七三五‐△□○×──。仁じんは──」


    　と、ケンケンは全員分の番号をすらすらと口にした。


    「すごい。ケンケン。ばかなのに」


    「おまえそれ褒ほめてねーだろ」


    『わたしもそれすごいと思うよ。ケンケン君』


    「ぜんぜんすごくなんかねーよ。キカイに頼たよってるから、おめーら覚えらんねーだけだよ」


    「健けん太たは昔からこの手のことは得意なんです。親しん戚せきの番号もクラスの連絡簿も見ただけで覚おぼえてしまいまして。あとウォーリーをさがすのも得意なんですよ」


    　ジンジンがまるで自分のことのように自慢する。


    「すごい。ケンケンって取り柄えあったんだ」


    「おまえ。ぜったい俺おれのことバカにしてるだろ」


    「うん。だいぶバカにしてた。ごめんね。こんどから、ちょっとしかバカにしないから」


    「俺メダルの組みあわせと変身パターン、ぜんぶ言えるぜ。必ひつ殺さつ技わざだってぜんぶ言えるぜー！」


    「ケンケンの原点はそこかっ。男の子って無む駄だにそういうの覚えるの好きだよねー」


    「ムダじゃねえよ。役に立つってばよ。もし俺がベルトを手にしたら必要になるだろ？」


    「なんのベルトよ？」


    「だけど数字だったら──四しノの宮みや先せん輩ぱいも得意なんじゃないんですか？」


    　霞かすみのムダに高い数学的才能は、ＧグツＪジヨ部ぶの誰しもが認めるところである。


    「あたしはだめだってー。数字覚えるの苦手で」


    「円周率とかどうですか。僕も小数点以下五桁けたくらいまでなら言えますが、それ以上は──」


    「三・一四一五九二六五三五八九七九三二三八四六二六四三三八三二七九五〇二八八四一九」


    「──ほらっ。覚えているじゃないですか」


    「覚えてないよ？」


    「じゃあなんで言えるんですか。覚えているんじゃなければ──」


    「──だから覚えてないって。いま計算しただけだよ？」


    「え……？」


    　ジンジンは絶ぜつ句くして固かたまった。


    「なんだよ。そんなのぜんぜんすごくねーぞ。三・一四一五九二六五三五八九七九三二三八四六二六四三三八三二七九五〇二八八四一九──ほら！　俺だって言えるもんねー！」


    「その先は？」


    「言えよ。おまえさっきそこまでしか言ってねーじゃん」


    「コピーすんな」


    「コピーすんなー」


    　声こわ色いろをマネしてケンケンがオウム返しをする。霞は、むっきー！　と椅い子すを蹴けって立ちあがって、プロレス的なケンカがはじまる。ＧＪ部ではよく見る姉し弟ていのストレス解消法だ。


    「ええと。〇九〇‐七七三五‐○×△□……で、登とう録ろく完了、っと。これできちんと入ったのかしら。ねえジンジン。見てくださる？　森もりを呼んだほうがいいかしら？」


    　ずっとスマートフォンと格かく闘とうしていた聖せい羅らが、自信なさげにそう言った。


    「やめてください。悪いですから。はい。見ますから」


    　ある意味で凄すごい二人をよそに、聖羅とジンジンは凡ぼん人じんによる凡人のための登録作業を行おこなった。
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    ポッキーゲーム

    


    [image: ]


    『ねえ霞かすみちゃん。私ももらっていい？』


    　ぱたりと音があがって、ホワイトボードが霞に向けられた。


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　霞はお菓か子しを食べているところだった。


    「ん？」


    　プリッツをくわえたままで、霞はジルに顔を向ける。


    「あー……。ふぁい」


    　いま食べているお菓子のことか、とすぐに気がついた。そしてプリッツを口にくわえたまま、そのまま、ついっとジルに差しだした。


    『えっ？』


    　面めん食くらった顔をしたのはジルのほう。しかし目をしばたたいていたのも一瞬のこと──。


    　すぐに顔を近づけていって、霞のくわえたプリッツの反対側がわに、かじりついてゆく。


    「んっ……」


    　二人して、かりかり、こりこりと──プリッツを短くしていった。


    　その様よう子すを目にした聖せい羅らは「あら」という顔をした。


    　ジンジンは顔をやや赤くさせて、うつむいている。


    　ケンケンはマンガ雑誌に夢中だ。


    　唇くちびる同士が触ふれるか触れないか。ちょっとは触れてしまったんじゃないかというあたりで、どちらからともなく顔を離した。プリッツの残りは霞の口の中に収おさまった。


    「霞さん。わたくしも」


    　聖羅がそう言う。


    　霞は新しいプリッツを口にくわえた。


    「んっ」


    　プリッツの先せん端たんに、聖羅が齧かじりついてくる。


    　かりかり。こりこり。プリッツはどんどんと短くなってゆく。


    　唇同士が、こんどは確実に触れたんじゃなかろうかというところまで攻せめ合ってから、二人は顔を離した。最後の一センチばかりが、霞の口の中へと収まる。


    「じゃあつぎ。ジルちゃんとセラちゃんねー」


    　霞は言った。


    　なんとはなしに、ＧグツＪジヨ部ぶの部活動が始まってしまったようである。


    　本日の部活動──「ポッキーゲーム」。勝しよう敗はいは例によってべつにどうだっていい。


    　霞かすみが新しいプリッツを手渡すと、ジルと聖せい羅らの二人のあいだで、ポッキーゲームが始まった。


    　かりかり。こりこり。


    　二人の顔がどんどんと近づいてゆく。


    　その様よう子すをジンジンがドキドキした顔で見つめている。


    「じゃあつぎは、ジンジンの番かな」


    　ジルと聖羅がキス寸前でポッキーゲームを終えたところで、頰ほお杖づえをついてジンジンを観察していた霞は、そう言った。


    「え？　いえそんな──。謹つつしんで辞じ退たいします。ぼ、僕はそういうの──興きよう味みないですから」


    「そんなこといわないで。──ほらほらっ」


    　箱から取りだしたプリッツを振ってジンジンを誘う。ニコニコと笑顔を振りまく。


    「じゃ……、じゃあ、まあ……。そ、そんなに言うなら。ちょ、ちょっとだけですよ？」


    「はい」


    　と、霞がプリッツをジンジンに手渡した。口にくわえて突きだすのではなくて──。


    「え？」


    　手に持ったプリッツと、霞の顔とを、ジンジンは何度も見比べていた。


    「ケンケンとやってね」


    「な！　なんでですかっ！」


    「当然でしょ」


    「ですわね。ほかに考えられませんわね」


    『ジンジン君とケンケン君、仲いいもんねー』


    　女じよ子し三名の意見は、示し合わせるでもなく一致した。


    「はーやーくー」


    「はーやーくー」


    『はーやーくー』


    　大合唱がわき起こる。


    　ジンジンはすっかり諦あきらめた顔になって──。隣となりに座るケンケンの肩を、ぽんぽんと叩たたいた。


    「ん？　くれんのか？」


    　これまでの流れにまるで無む頓とん着ちやくに──ケンケンは、単に、お菓か子しを見て喜よろこんだ。


    　ジンジンが片方の端はしを口にくわえたことには眉まゆを寄せたが、あんまり気にすることはなく、もう一方の端に齧かじりついて──。


    　かりかり。こりこり。


    「勝ぁちぃー！」


    　とっとと口を離してリタイアしているジンジンをよそに、三分の二以上をゲットしたケンケンは、勝ち名乗りをあげていた。
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    えすえむのひ
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    「きょうは！　えすえむのひー！」


    　いつもの放課後。いつもの部室。霞かすみの声がＧグツＪジヨ部ぶの部室に響ひびきわたる。


    「はい。了解しました」


    　小説を読んでいたケンケンが、栞しおりを挟はさんで本を閉とじた。


    　すっくと椅い子すから立ちあがり、そのまま戸を開あけて廊下に出て行こうとする。


    「ちょ！　ちょ！　ちょ──ジンジンどこ行くの！　なんで出て行っちゃうの！」


    「すいませんが放はなしていただけませんか四しノの宮みや先せん輩ぱい」


    　あまり男の子っぽくなくても、そこはやっぱり男の子。足に摑つかまる霞を引きずってモップにしながら、ジンジンは廊下をすたすたと歩いて行く。


    「待って待って待ーって！　なんで行っちゃうのーっ！」


    「本を読むならどこででもできますので。先輩方がどのような遊びをされても日本国憲法の保ほ障しようのもとにそれは自由だと思いますが僕はそういうのは遠えん慮りよしておきます」


    「待って待って！　だから待ってってー！」


    　ジンジンはようやく止とまった。足にしがみついていた霞は、すっかり人間モップ状じよう態たい。


    「だけどジンジン──グッジョブ！」


    　スカートをはたいて立ちあがった霞は、びしっと、ジンジンに向けてハンドサインを決めた。


    「なにがでしょう？」


    「きょうはそれでいいんだよ！　きょうはね──えすとえむとが、交こう代たいするひーっ！」


    「え？　ＳＭの日って、あの……そういう意味だったんですか？」


    「ほかに意味なんてあるの？　──ジンジンは普段は〝えむ〟だから、交代すると〝えす〟でいいわけね」


    　霞はジンジンの手を引いて、とことこと歩き、部室のなかに連れ戻した。


    「ケンケン──あんた〝えむ〟っ！　──セラちゃんも〝えむ〟っ！　──ジルちゃんは〝えす〟やってやって！　さあどんどんイジメちゃってーっ！」


    「わたくしは〝えす〟に認定されているようですわね」


    『わたしって普段〝えむ〟のほうなんだー』


    「なんかめんどくさそうな遊びだなー。俺おれ。ぱーす」


    　ケンケンが腕うでを頭の後うしろに組んで、やる気なさげに、椅子を傾かたむかせる。


    「きちんとやれよ。健けん太た」


    　眼鏡めがねのフレームをぎらりと輝かがやかせて、ジンジンが言う。


    「わ……、わりぃ」


    　普段と違うジンジンの強い物言いに、ケンケンはぎょっとした顔になった。


    「えむだっ！　えすだっ！」


    　霞かすみが喜よろこびの声をあげる。


    『セラちゃん。健けん太たの世話しないの、よくないと思うよ』


    　次はジルの番だった。ちなみに〝健太〟というのは部室で飼っているカエルのことだ。〝本物〟のほうの健太よりも可愛かわいがられている。


    『みんなで飼かって大きくするって決めたのに。セラちゃんだけ、いっつもごはんあげてない』


    　普段は見せない強い顔になって、聖せい羅らの顔を正しよう面めんから見つめる。


    「でもあの……。わたくし両りよう生せい類るいは平気なのですけど。昆虫は……、あの、ちょっと……。うにょうにょしたのとか、ぴょんぴょんするのだとか……」


    　聖羅は急に弱気な顔になる。


    『健太だってご飯もらえなかったらお腹すいちゃうよ。わたしのいない日。健太ご飯ないんだよ。ぜんぜん大きくなれないよ』


    　カエルという生き物は、動く虫しか食べない。エサはバッタとかミミズとかだ。


    「わかりました。では小こ森もりを──」


    『森もりさんは禁止。小森ちゃんも禁止』


    　言いかけた言葉をホワイトボードで遮さえぎられて、聖羅はなすすべもなくなった。


    『わたし。セラちゃんに話しているんだけど』


    「すごい！　ジルちゃん〝えす〟だっ！　セラちゃん〝えむ〟になってる！」


    「おめ……、コワイ女だったんだな……」


    　ケンケンもぎょっとした顔をジルに向けていた。


    「……聖羅のやつがカワイー女なのは、しってたけどよ……」


    「誰が可愛いですって？　ケンケン？」


    「ほらだめっ！　セラちゃんだめっ！　〝えす〟のとこ、はみだしてるっ！」


    「もうっ。今日のこの遊び。いやですわ」


    　聖羅はぷいっと顔を横に向けた。狐きつねのお面めんの側がわを皆に向ける。


    「ところで四しノの宮みや先せん輩ぱいはいいんですか？　ＳＭ反転しなくって？」


    「あたし？　あたしはほらっ。ニュートラルだから。逆にしてもおんなじだから」


    「ずっるいぞー！」


    「ありえませんわね」


    『だめだよね。霞ちゃん。ひとりだけ安全地帯って、それないよね？　ズルイよね？』


    「ですね」


    「えっ？　えっ？　ええーっ？」


    　霞は皆にとっちめられた。
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    小森さんくる①
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    「なーなー。おまえってさー。なんでいっつもそんなに静かなのー？」


    　壁かべ際ぎわにつけた椅い子すに、膝ひざをぴたりと揃そろえて座っている小こ森もりさんに、ケンケンが絡からんでいる。


    　──じゃなくて、話しかけても、まったく反はん応のうを返してこない小森さんを相手に、妙みように関心を持って、しきりに話しかけている。


    「おまえずーっとおんなじカッコでいて疲つかれたりしねーのー？　息いきしないでへーきなのー？」


    　いくら彼女が動かないとはいっても、息もしていないわけはない。


    　しかし、じーっと小森さんを観察しているケンケンには、動いていないときの小森さんは、まるで息もしていないように見えるのだった。


    　ケンケンは小森さんの前に椅子を持ってきていた。その背もたれに顎あごをのせて見つめている。


    「なーなー。息したほーがいーぞー。苦しいぞー。すーはー、すーはー、しろー」


    　小森さんは、ぱちりとまばたきをした。そしてすぐ間ま近ぢかにあるケンケンの顔を見つめる。


    「お構かまいなく。私がここにいるのは反則みたいなものですので。若い方のためにも静かにしておいたほうがいいかと」


    「いってることがわかんねーよ」


    　数分の努力の甲か斐いあって小森さんがはじめて口を利きいたが、ケンケンは特に喜よろこんだり騒さわいだり囃はやしたてたりはせず、いたって当然の突っこみを返しただけだった。


    　なるほど。たしかに。小森さんの言っていることは意味不明だ。


    「だいたいおまえだって若いじゃん。俺おれとおないドシじゃん」


    「らちがあきませんね」


    　小森さんはため息をつく。ちらり──と、自分の主あるじである聖せい羅らのほうに目をやるが、その相手は口元に笑みを浮かべて、面白そうに成り行きを見守っていたりする。


    「なーなー。らちがあかないって、それ、どーゆー意味？」


    「ほんとらちがあきませんね」


    「またゆったぞ」


    「とにかく。私に構われる必要はありません」


    　わずかに嘆たん息そくという名の表情を見せながら、小森さんは言う。


    「紅茶のおかわりや御用があればお申し付けくださって構いませんが、それ以外の時には、ぜひお嬢じよう様さま方とご歓かん談だんを──」


    「なーなー？」


    　彼女の言葉をぶった切って、ケンケンが訊きく。


    「おまえさー。なんで笑わねーの？」


    「はい？」


    「笑えねーのか？」


    「べつに笑えないわけではなくてタスクを二つ動かすのが面めん倒どうなだけです」


    「だからなに言ってんのか、わかんねーぞ」


    「気にしないでください」


    　ケンケンは言われたままひどく素す直なおに、小こ森もりさんの話のなかに出てくるわからない単語は、すっかり気にしないことに決めてしまった。そして違うことを口にする。


    「ほっぺのところに、指あててみな」


    「こうですか」


    　小森さんは、自分の両の頰ほおに指先をあてた。


    「ほっぺ。へこましてみなー」


    「こうでしょうか」


    　言われるまま、ほっぺたを指先でへこませる。すると無表情なのに、まるで笑っているような顔になる。


    「にあうじゃん」


    「そうですか」


    　小森さんは助けを求める顔で、部室の面めん々めんに顔をめぐらせる。主あるじである聖せい羅らに対してはすっかり諦あきらめているので、「お嬢じよう様さま方」の残りのほうだ。


    「小森さん、笑うとかわいいねー」


    『ほんと。小森ちゃん。カワイー』


    　ぜんぜん。だめっぽい。


    「そろそろお茶のおかわりを用意します」


    　ケンケンの視線から逃のがれるように、小森さんは椅い子すから立ちあがった。


    　じーっと見つめるケンケンの視線に背を向けて、紅茶の支し度たくに取りかかる。廊下の水飲み場に水道はあるが、紅茶を淹いれるのに彼女は水道水は使わない。ペットボトルの口を開ひらいて、本場英国風に、硬こう水すいのミネラルウォーターを電気ケトルに注そそぐ。普段ならお湯が沸わくまでの数分間は、また椅子に座って「サスペンド状じよう態たい」に戻るわけだが、椅子を逆にしてまたがっているケンケンが、背もたれをガタガタいわせて定位置の前で陣じん取どっているので、それもできない。


    　お湯が沸くまでのあいだ、小森さんはケンケンにつきあわされた。


    「こんどおまえ。おこったカオしてみろー」


    「ケンケン。あんた。いーかげんにしなさい」


    　小森さんの顔に、作ったものではない笑いが、ほんのりと浮かぶ。


    　彼女がこの部室の片かた隅すみに椅子を置くようになったのは、この数週間ばかりのことだ。


    　話は、すこし前に遡さかのぼる──。
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    小森さんくる②
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    「森もりを呼びます」


    「待った待った！　まーった！」


    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　スマートフォンを取りだした聖せい羅らに、霞かすみが叫さけぶ。


    「なんですの？」


    「こんなことくらいで！　森さん呼んじゃったらだめだよ悪いよ！」


    「だってジンジンがいないんですもの」


    　──と。聖羅は蓋ふたの開あかないペットボトルを振って示した。


    　十秒間ほど試こころみて挫ざ折せつして、聖羅が次に取った行動が、「スマートフォンを取りだす」というものだった。アイコンをほんのワンタッチするだけで、森さんのスマートフォンへ直じか電でんだ。


    　女の子に優やさしいジンジンがいれば、ここで「開けましょうか？」と声がかかる。男だん子しのパワーで簡単に開けてくれるのだが……。しかし今日は委員会の仕事とかで部室にいない。


    　いるのは女の子に優しくないケンケンだけ。そしてそいつは、ペットボトルの蓋に困っている女の子たちのそのピンチに気づくこともなく、マンガ雑誌を読み耽ふけっている。


    「そのくらい、あたしやるから。──かしてっ」


    　──と、ペットボトルを受け取った霞は、蓋を開けに掛かった。


    「う～ん……！」


    　力りきんでみるが、開かない。霞は全力を振り絞しぼった。


    「ご……、剛ごう力りき招しよう来らいっ……！　天よ我われにペットボトルを開ける異い能のうを与えたまえっ！」


    「そこ異能なくても開くと思いますけど。それから異能って一人一個ではありませんでしたっけ？　そんな残念異能を授さずかってしまったら泣けてきたりしませんの？」


    「だめだーっ……。固かたいやこれ」


    　聖羅よりは長く、二十秒ほど頑がん張ばってみたあとで、霞もギブアップ。聖羅も霞も、二人とも体力面めんのほうのスペックは、じつは人並み以下だったりする。女の子としても平均以下。


    「ほら。やっぱり森を呼びましょう」


    「だめだってー。だからわるいってー。──そうだっ！　ジルちゃん呼ぼう」


    　名案が閃ひらめいた顔で霞が言う。その彼女はいま部室で飼かっている「カエルの健けん太た」のエサを取るために、裏山にお出かけ中だ。


    　ビニール袋に蠢うごめいている昆虫をいっぱい捕とってきて、そしてついでに食べられる草とか木の実とかも採とってくる。こっちは人間のほうの「スペシャル・おやつ」になる。


    「ジルさんを呼ぶのはＯＫで、森だとＮＧというのが、わたくし、よくわからないのですけど」


    「だって森もりさん大人おとなのひとだよ？　なんでもできちゃうスゴいひとだよ？」


    　霞かすみは当然のような顔でそう言う。〝霞理論〟は常じよう人じんには理解しがたいものであるが、控ひかえめにいっても親友であるところの聖せい羅らにとっては──やっぱりまったくわからない。


    　聖羅にしてみれば、なんでもできる万ばん能のう超ちよう人じんの森だからこそ、ペットボトルの蓋ふたを開あける役にふさわしく思えるのだが──。


    「ところでケンケンにやらせるという選せん択たく肢しはやっぱり存在しないんですのね」


    「こいつがやらせてくださいって涙目になって自分で言ってきたら。やらせてあげてもいー」


    　霞はケンケンを横目でにらむ。今週発売の「少年サンデー」で、連載中のバトルマンガが、なにやら佳か境きように迫せまりつつあるようで──ケンケンは「うひょおー」とか「はひょう」とか「いっけー」とかつぶやきながらマンガに夢中だ。


    　ホント。お子さま。


    「ばかっ。ガキっ」


    「ギャッハははーッ！　むっはー！　やーりー！　カッケー!!　勝った勝ったー!!」


    「しんじゃえ。わらいしね」


    「ん？　どした？」


    　上じよう機き嫌げんのケンケンは、こちらを向いたが、霞の不機嫌には気がついていない。


    　ニコニコ笑顔で、読みおわったばかりのマンガ雑誌を霞に押しつけてくる。


    「読め！　読めっ──！　これっ！　カッケーからっ!!」


    「うるさい。きらい。だいっきらい。ばかケンケン！」


    「なんだなんだ！　なんだ？　なんで怒おこってんだー！　おまえー！　いて、いてっ、いててっ」


    　霞は雑誌をふりあげて、ケンケンのことを、ぽかぽかばしばしとぶっ叩たたいている。


    「ですから森を呼んでいれば姉きよう弟だい喧けん嘩かも起きませんでしたのに」


    　ほっぺたに片手をあてて、聖羅は憂うれい顔をする。


    「だれが姉弟かーっ！」


    　霞は雄お叫たけびをあげた。


    「こんな弟！　欲しくないもん！　もっとカッコ良くて優やさしくて！　お兄ちゃんみたいな弟じゃなきゃ！　いらないもん！」


    「こんな姉あね貴き！　いらねーよー！　もっとな！　姉ちゃんってゆーのはな！　おやつくれたり頭洗ってくれたりプリン取りあげてきたりやさしーけど横おう暴ぼうできまぐれなんだぞー!!」


    「なんだか二人ともこじれまくって面めん倒どうくさい姉弟観をしてますわね。……それはそうと。平和のためには、やはり森を呼ぶべきですわ」


    「だめーっ！」


    「わかりました。では森を呼ぶのはやめます。そのかわり、わたくしにひとつ考えがあります」


    　聖羅はいいことを思いついたように、霞に、にっこりと微ほほ笑えみ返した。
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    小森さんくる③
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    「小こ森もりといいます」


    　翌日、聖せい羅らに連れられて部室にやってきた一年生の少女は、小さな声でそう言った。


    　直立状じよう態たいから、ぺこりと深くお辞じ儀ぎをする。


    　しばらくしてから──。なにかを思いだしたように、言葉を付け足す。


    「……はじめまして」


    　もういちどぺこりとお辞儀。


    　持ちあがった相手の顔を──霞かすみは、まじまじと見つめていた。


    「あれれっ？　えーと……、小森さん……だっけ？　あれ？　森もりさん？」


    　なにか混乱した顔を、霞はしていた。その隣となりにいるジルも、ぱちぱちとまばたきを繰り返している。目を大きくして、小森さんの顔を見つめる。


    「えと……、あれっ？　ちっちゃい……森さん？」


    　混乱からまだ抜け出していない霞は、ぼんやりとした声でつぶやいた。


    「はい。ですから小森です」


    「えっ？　えっ？　ええーっ？」


    「ちがうでしょう。小森」


    　たしっと、聖羅のちょっぷが、小森さんの側そく頭とう部ぶにヒットする。


    　小森さんは振り子のように大きく揺れてから、もとの位置にもどってくると、ぴたりともとのように静せい止しして直立状態に戻った。


    「小森は森の親しん戚せきの子です。ちょうど、うちの学校におりましたので、いろいろ手伝ってもらうことにしましたの。これでもう森を呼ぶ必要はなくなりましたわ」


    「ということですので、以後、よろしくお願いいたします」


    　聖羅の言葉をそのまま受けて、小森さんは挨あい拶さつをしめくくる。とても中一少女らしからぬ落ち着きだ。


    「はぁ……、は、はいっ。こちらこそ……よろしくねっ」


    　どぎまぎしながらも、霞は手を差しだした。ぼんやり立っている小森さんが手を伸ばしてこないので、自分から手を取って、握あく手しゆして、ぶんぶんと振りたくる。


    「おまえしってるぞー。となりのクラスに、きょうやってきた、テンコーセーだー」


    「六月も終わりの今頃に転校生って珍めずらしいですから。うちのクラスでも話題になってましたよ」


    　一年生のケンケンとジンジンがそう言った。


    　小森さんを指さすケンケンの指を、霞は引っつかんだ。人を指さすんじゃありません──と、お姉さん声で叱しかりつけてから、「え？」と驚おどろいて、言葉の意味を問いかける顔を、小森さんと聖せい羅らの二人へと向けた。聖羅はすすっとそっぽを向いた。


    「小こ森もりさんっ、転校してきちゃったのっ!?　セラちゃんに呼ばれてっ!?」


    「はい。転入してまいりましたが。それがなにか」


    　案外と物もの凄すごいことを、小森さんはさらりと口にする。昨日は雨が降りましたね。そうですね。──ぐらいの軽い日常会話風に、さらりと答えてしまう。


    「ええーっ!?　そんな！　だって!!　前の学校はっ？」


    「お気になさらずに」


    「気にするよっ！」


    「いえ。大丈夫ですから。聖羅様のお近くにいられて、むしろ私わたくし的てきには安心できますので」


    「ええとっ！　でもっ──！　だって……！」


    　まだなにか言おうとして口をぱくぱくさせている霞かすみの袖そでを、ジルがちょんちょんと引っぱっている。


    『霞ちゃん。わたしもほら。姉さんを慕したって日本の学校に転校してきたわけだし……』


    　と、そう書かれてあったホワイトボードが、ようやく霞の目にとまった。


    「あー……」


    　霞の顔に、じわっと納なつ得とくの色が浮かぶ。


    「そっか。〝♡〟なのか」


    「なにか物凄い誤ご解かいがあるようですけど。では紹しよう介かいはもうよろしいですかしら」


    　聖羅が言う。


    　小森さんはパイプ椅い子すを一つ持ってきていた。部室の本当に隅すみのほうの壁かべ際ぎわにそれを置き、ちょこんと腰こしを下おろした。


    　皆の熱い視線が集まっているのだが、小森さんはまったく動じず、そのまま姿勢よくただ座っているばかり。


    「小森。お茶をくださるかしら」


    　聖羅が自分の席に優ゆう雅がに座りつつ、小森さんに向けて声をかけた。


    「承知しました」


    　小森さんはなんの予備動どう作さもなく立ちあがって、お茶の準備に取りかかる。私し物ぶつかと思った紙袋に入っていたのは、ポット、ティーカップ、紅茶の葉、電気ケトル、などなど。ぜんぶ紅茶のための道具であった。


    　聖羅の分だけでなくて、人数分、出されてきたお茶を、霞たちはくぴくぴと飲んだ。


    　ペットボトルの紅茶と違う本物の味に、びっくりしてみたり、うめーと騒さわいだり。おかわりを頼んでみたり。


    　そして小森さんは用事のあるとき以外、ずっと壁際に張りつくように椅子に座っていた。


    　とにもかくにも──。ＧグツＪジヨ部ぶ中等部に、六人目のメンバーが増ふえた。
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    かき氷のひ
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    「きょうは……、かきごおりの……、ひーっ！」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。スプーンを振り回して霞かすみが叫さけぶ。


    「おめ。くうか叫ぶかどっちかにしろよ」


    　ぱくぱくとかき氷を口に放りこみつつ、ケンケンが言う。


    「あっ……。きたきた……。きーんって、いまきーんって……っ！　こめかみ、きたぁ!!」


    　ひぎぃ、とか。なんか変な悲鳴をあげて、霞は机つくえに突っ伏した。隣となりではケンケンも同じポーズで突っ伏して、ぷるぷると震ふるえている。


    「もっとゆっくり食べれば痛いたくなりませんわよ」


    　しゃくしゃくとスプーンで氷イチゴを切り崩くずして、小さく口へと運びながら、聖せい羅らが言った。


    　隣ではジンジンも氷みぞれをちまちまと食べている。


    「これがいーんじゃない。──ねーっ？」


    「なーっ！」


    　霞とケンケンは意い気き投とう合ごうしている。


    『氷食べるのって。なんかへんなかんじ。……美お味いしいけど』


    　氷オレンジを口に運びながら、ジルは不思議そうな顔をしている。


    『カナダは氷いっぱいだよ。冬になると氷だけだよ』


    「すごいねっ！　かき氷っ！　しほうだいだねっ！」


    『寒くなっちゃうから、氷は食べたりしないよ。ストーブで溶とかしてお水にしたりするけど』


    　ジルはそう言いつつ、しょりしょりと氷とシロップとを混まぜ合わせている。


    　冷房のない部室で、額ひたいににじんでいた汗あせも、かき氷を食べはじめてから引きつつあった。


    「おかわり。あります。遠えん慮りよなくどうぞ」


    　屋や台たいのお店にあるような「かき氷マシン」の前に立つのは小こ森もりさん。今日の彼女は「ＧグツＪジヨ部ぶ紅茶番」ではなくて「ＧＪ部かき氷番」だった。ねじり鉢はち巻まきと法はつ被ぴを着こんで、服装のほうもノリノリだ。ただし表情だけはいつもと同じ無表情。


    「あたし次、オレンジいこーかなー。ジルちゃんそれ美味しい？」


    『食べてみる？』


    　と、ジルのスプーンが霞の前に差しだされる。


    『霞ちゃん。はい。あーん』


    「あーん」


    『霞ちゃんの。緑色が綺き麗れいだねー』


    「氷メロン。ジルちゃん食べてみる？　はい。あーん」


    『あーん』


    　女の子たちの間で「あーん」が流行する。それをケンケンはシラケた顔で見つめている。ジンジンはなにかイケナイものでも見るかのように、顔をうつむかせながらもチラ見している。


    「男だん子しもやんなよ」


    「ちょ──なんで僕が健けん太たにそんなことをしなくちゃならないんですか！」


    　大声で抗こう議ぎしてきたジンジンに──霞かすみはスプーンを握にぎりながら、きょとんとした顔を返す。


    「あたしべつにケンケンにしろとか言ってないけど……。そっか。ジンジンはケンケンに、そんなに食べさせたいんだ」


    「ぼ、僕はべつにですね──」


    「ジンジンやらないなら──じゃ。はい。ケンケン。あーん」


    「ばっかじゃねーの？」


    　とか言いつつ、ケンケンは差しだされた氷メロンにぱくっと食いついた。


    　ちなみにケンケンのかき氷はブルーハワイ。イカした真っ青の極ごく彩さい色しきだ。漢おとこのシロップだ。


    「わ──わかりましたよ！　やりますよ！　やればいいんですよね！」


    　ジンジンがケンケンにスプーンを押しつけた。ケンケンは本当に迷めい惑わくそうな顔で口を閉とざして顔を背そむけるが、そのほっぺたに、ジンジンはスプーンをぐいこぐいこと押しつけてゆく。


    「ねえそれスプーン替えないと間接キスになっちゃうよ？」


    　そう言う霞は、男子に向けて「あーん」とやるときには、きちんとスプーンを替えている。


    『セラちゃん。はい。あーん』


    「みんなノリノリですわね」


    　夏の熱気にもあてられず、一人クールなままの聖せい羅らは、それでもジルが笑顔で差しだしたスプーンに口をつける。女の子同士のときには、スプーンを替えたりは、べつにしない。


    　聖羅はジルの氷オレンジと、霞の氷レモンと、交こう互ごに食べさせられていた。困ったような顔をしつつも、差しだされるスプーンを受け入れる。


    「聖羅様」


    　小こ森もりさんの声が響ひびく。


    「もう。小森まで。およしなさい」


    　スプーンを差しだした格かつ好こうで、微び動どうだにせず完全静せい止しの小森さんに──聖羅は言った。


    「聖羅様」


    「おやめなさい」


    　聖羅はぷいっと顔を背けたが──。


    「聖羅様」


    　ほとんど物質的圧力をともなって、小森さんの無表情が迫せまる。


    　聖羅はついに屈くつして「あーん」とスプーンにぱくついた。
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    ケンカの理由
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    「おっはよー。……あれっ？」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　片手を挙あげた元気なポーズで、部室に入ってきた霞かすみは、部屋の中の様よう子すにすぐに気がついた。


    　皆の視線が、部屋の片かた隅すみで向かい合うケンケンと小こ森もりさんの二人に向いている。


    「ど、どしたの……？　ケンケン？」


    　見れば、ケンケンが怪け我がの手て当あてを受けていた。顔を腫はらして──あと肘ひじとかにも擦すり傷きずをいっぱいこしらえている。手当てをしているのは小森さん。ふだんの無表情ながらも心配げな色を漂ただよわせ、脱だつ脂し綿めんに消毒液をつけて、ちょんちょんと、傷にあてている。


    　ケンケンはそのたびに「痛いててっ」と顔をしかめる。


    「どっ、どっ、どっ──どうしちゃったの！　ケンケン！　けっ、ケンカでもしてきたのっ!?」


    「うっせーな……、そんなんじゃねーよ。痛てててっ……。たのむ……、もっとやさしく……」


    　小森さんは無表情を曇くもらせて、見るからに優やさしい手つきで、手当てをつづける。


    「だからどうしたのっ！」


    　心配するあまり──霞は強い口く調ちようになって、ケンケンを詰きつ問もんした。


    「階段から落ちたんだよ」


    　そっぽを向きながら、ケンケンは答えた。だがその言葉を霞はまったく信じない。


    「ほんとのこと言いなさい！　いったいなにしてきたの！」


    　霞が詰め寄ると、ケンケンはしぶしぶといった顔で、話しはじめた。


    「……小森のやつがよ」


    　と、ケンケンは傷の手当てをしてくれている小森さんに、その顔を向けた。


    　小森さんのほうは脇わき目めも振らずに手当てをしている。部屋に入ってきた霞に、まだ気がついてもいないようだ。


    「なんか。クラスのなかでイジメられてるみたいだったんで……。俺おれ。ナシつけに言ったワケ」


    「それでケンカになったの!?」


    「ケンカしてねーよ」


    「じゃあその傷はなに!?」


    　心配で心配で──霞の声は、つい荒くなってしまう。


    「きけよ！」


    「きくけど」


    「隣となりのクラスのやつらに、俺、怒ど鳴なってみたわけよ。小森のことイジメてんの、だれだよー、ってさ。……そしたらさ。誰もいねーでやんの」


    「なにが？」


    「だから。イジメているやつ」


    「虐いじめは受けていませんと、最初にそう申し上げたはずですが」


    　小こ森もりさんは脱だつ脂し綿めんをケンケンの口元にあてている。唇くちびるもすこし切れているようだ。


    「だってシカトされてるって、おまえ、ゆったじゃん？」


    　前を向いてケンケンは言った。親密な雰ふん囲い気きを漂ただよわせて、小森さんと二人の世界で話しこむ。


    「クラスメートと会話がないとは申し上げましたけど。別段そのことで困ってはおりません。私は聖せい羅ら様と皆様のお世話ができればいいのであって、級友と交流を深める必要はありません。第一面めん倒どうですし」


    　ケンケンの唇の傷きずに指先で触ふれて確かめつつ、小森さんはそう言った。


    「だっだっだっ──だからってケンカしてくること、ないでしょ。ないよね。男の子ってなんでそうバカなの。うちのお兄ちゃんみなよ。殴なぐり合いなんて一度だってしたことないよ？」


    「おまえの兄ちゃんなんか、いま、どーでもいいだろ」


    「ばか。ばか。ばかばか。ケンケンのばかっ。しらない！」


    「あーはいはい。俺おれはどうせバカですよー。んだってべつに、小森、イジメられてなかったし」


    「えっ？　あれ？　だってケンカして……シカトをやめさせてきたんじゃ……ないっけ？」


    「だからしてねえって、さっきからなんども言ってんだろ？　話きけよ。カスミおまえってばほんとオンナだよな。えと……。なんてったっけ？　チョー、ちょー……、ちょーぜん？」


    「超ちよう然ぜん」


    　ジンジンが言いあてる。ケンケンの親友であるところの彼が、そんなに慌あわてていないことに気がついて──霞かすみもようやく、すこしだけ落ち着きを取り戻した。


    「それだ。小森のやつが、なんかチョーゼンとしてるから、話しかけにくかったんだってさー」


    「なにそれ？」


    　霞は憮ぶ然ぜんとした顔になった。だがしかし、小森さんのイジメがなかったとしても、ケンケンが怪け我がをしているという事実は変わらない。


    「じゃあそのケガなに？　ケンカじゃないなら、ケンケンなんでケガしてんの？」


    「だから階段から落ちたって、最初にそういったろ？　まいったよー。帰りにスキップしてたらさー。床ゆか、ねーんでやんの」


    「バカ？」


    　霞は仏ぶつ頂ちよう面づらになった。この小こ僧ぞうに、同情の余地など、まったくなかった。


    「いいよ小森さん。手て当あてしないで。そんなのツバつけときゃなおるよ」


    　小森さんは霞の言葉に首を横に振って返してきた。甲か斐い甲が斐いしい手つきで、手当てを続ける。


    　だが彼女はややあって、ふと思いついたように、手当ての方法を変えた。


    　指先を舐なめ──。そのツバを、傷口につけつけ。
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    いいにおい
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    「なーなー」


    　いつもの放課後。だんだんと暑くなってきた、いつものせまい部室。


    　ケンケンがきょときょとと、あちこちに顔を向けながら、ぼんやりとした声をあげた。


    「なんかニオイ、しねー？」


    「なんかってなぁに？　どんな匂いよ？」


    　霞かすみが顔を向けずにそう訊きいた。


    　たわいもない内容の、兄へのいつものメールを打ち終わってから、ぱたりと携帯を閉とじて、ケンケンに向き直る。


    「なに？　どしたの？　ケンケン」


    　お姉さんの顔でそう尋たずねた瞬間──。


    「おまえだ。──おまえからニオイがする！」


    　ケンケンの顔が、びしりと霞に向いた。


    「きょ──きょうはべつにっ！　香こう水すいなんかつけてないよ！」


    　以前、コロンをちょっぴりつけてみたときに、ケンケンに「臭くさい臭い」と連発されて──いろいろ〝大だい惨さん事じ〟が起きたことを霞は思いだしていた。


    〝大惨事〟というのは、具体的には──霞が泣きだして、それをフォローしようとしたケンケンが、香水を一ひと瓶びんまるごと頭から引っかぶったりしたことだ。あの日の部室はすごいことになった。ケンケンは皆から二メートル以内に近づくことを禁止された。このせまい部室でそれはつまり壁かべに張り付いていることを意味する。


    「つけてないよ。ないんだから」


    　意味もなく両手をばたばたと振り回して、霞はアピールする。凶きよう器き持ってないヨ、とか、そんな感じ。


    「ちげーよ。そんなんじゃねーよ。ああゆー、クサイのじゃなくて、だなー……」


    「またクサイってゆった！　もうクサイってゆわないってまえゆったのに！」


    「クサイけど我が慢まんしてやるってまえは言ったんだ」


    「またゆった！　またいまクサイってゆった！」


    「きけよ！」


    「きくけど」


    　すこし落ち着きを取り戻した霞に、ケンケンが言ってくる。


    「なんつーの？　なんかいいニオイしてこねー？　おまえからいいニオイすんだけど？」


    「いい匂い……？　って！」


    　しゅぼっと火でもついたように、霞かすみは一瞬で真っ赤になった。


    「ちょっ……あの、あのねケンケン。あのねキミはね。いったいなにをゆってるのかなー？　へ、へ、へ……、へんなこといきなり言わないでね。おねえさんびっくりしちゃうよ、もお」


    「そこ関係ねえだろ」


    「あら皆さん大変ですわ。ケンケンが霞さんに愛の告白をしていますわ」


    　紅茶を口に含ふくみながら、聖せい羅らが静かな声でそう言った。だんだん暑くなってきたので、ホットではなく、アイスティーだ。


    「健けん太たは教室でもいつもあんな感じですよ。ゼロ距きよ離りからの発言とでもいいますか。男だん子しに対するのとまるっきり変わらないので、女じよ子しがたいへん迷めい惑わくしてます」


    　プラカップのなかの氷を、しきりにストローでつっつきながら、ジンジンが言う。


    『霞ちゃんって、いい匂いするよねー』


    　ジルがホワイトボードに書く。霞の絵のまわりに、太陽もいっぱい描きこんで、「お日様の匂い」──と、言葉でなくイラストで表現している。


    《男子と女子の区別もついてない思春期以前の洟はな垂たれが。ナチュラルに私の霞を口く説どいてるんじゃありませんわ。泣いたり笑ったりできなくさせてあげましょうか》


    　部室にたまに響ひびくことのある〝副ふく音おん声せい〟が、今日もまた黒々とよく響く。


    『セラちゃん。それ黒い～』


    「はい？　どうかされました？」


    「い、いい匂いとかって……そんなこと急に言われたってね。べ、べつに悪い気はしないけど。だけどなんていうかね。そ、そうっ……、ケンケン、デリカシーないよ。そこ大事だよ？」


    「なに言ってんのかわかんねーけど。おまえさ。そこでジャンプしてみろよ。ぴょんぴょんて」


    「ん？　う、うん……」


    　やっぱりまだ赤い顔の霞は、言われた通り素直に、椅い子すから立ちあがって、上下に跳はねた。


    　しゃらしゃらと、スカートのポケットのあたりから音がする。


    「それだーっ!!」


    「ひっ！　ちょ──なにっ！　やだ！　やめて！」


    　ケンケンが飛びついた。霞が悲ひ鳴めいをあげる。霞のスカートのポケットのなかに手を突っこんで、ケンケンが取りだしてきたのは──ガムのボトル。


    「もーらいっ！」


    　蓋ふたをあけて手のひらの上に、ざらざらとガムを大量に振りだして、だいぶ軽くなってしまったボトルを霞に向けて突き返してくる。


    「んっ！」


    「ん。じゃねえっ──！　食うなーっ！」


    　霞の本気パンチがケンケンの顎あごに炸さく裂れつした。
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    続・ラブレター
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    「俺おれ。わかったぜー」


    　いつもの放課後。小こ森もりさんも増ふえて、ますますせまくなった、いつもの部室。


    　今週のマンガ雑誌を読み終わったケンケンが、不意に、思いだしたように、そう言った。


    「わかったって、なにが？」


    「ん。ちょっとまて」


    　訊きいてきた霞かすみを手で制して、ケンケンは「マイ携帯電話」を持ちだす。


    『もしもしっ。トモちゃんですかっ。紅茶。のみたいですっ』


    『承知しました』


    　糸電話の先で応おう答とうを返してきたのは小森さん。紅茶を淹いれるとき以外はサスペンド状じよう態たいに入っているＧグツＪジヨ部ぶ中等部の紅茶番だ。


    「だからなんでそこ敬語になるの？　てゆうかトモちゃんってそもそもなにっ？」


    「あれ？　俺いま。なにがわかったっていったっけ？」


    「あんたがそれを思い出さなかったらたぶんあたしたちの誰にもわかんないと思うよ」


    　ケンケンは腕うで組ぐみをして首をひねっていた。ややあって、ぱしりと自分の膝ひざを叩たたく。


    「あー！　そっだ！　おもいだした！　あれだ!!　手紙になにが書いてあるのかってハナシだ」


    「手紙？　なんの手紙？」


    「あれだよ。ほれっ。〝らぶれたぁ〟とかゆーやつ」


    「ら──！　らぶれたあ！」


    「おまえ。くちデカいぞ」


    　大口をぽかんと開あけている霞に、ケンケンは言う。


    「ジルがまえにもらってたじゃん。なに書いてあんの？　なーなー？　って俺きーたじゃん」


    『あれはべつにラブレターじゃなかったよ。チェーンメールって言うんだってー。マイ・サムライ・マスターが教えてくれました♡』


    「えっ？　なんだアレそうだったの？　やだなー。ジルちゃん。だったら教えてくれればー」


    　霞はほっとしたような顔で、からからと笑った。


    『ケンケン君。ラブレターに何が書いてあるのか、興きよう味みがあったの？』


    《まあ大たい抵ていは〝君は僕の天てん使しです。清せい楚そで純じゆん真しんで汚けがれひとつない君にはきっと純白の花が似合うと思う〟──とか。まるで事実と相あい反はんする出来の悪いポエムが書いてあったりしますわね》


    『あー。うん。そうだよねー。わたしも〝おとなしい君が〟──とか書いてあった。なんかイメージ押しつけられて困るーっ』


    「えええええ──だっていまジルちゃんあれ〝らぶれたぁ〟じゃないってさっき言って──」


    『あ。あれはね。でもその次に来て。一通』


    「ももももも──もらったのっ！　セラちゃんだけでなくてジルちゃんまでっ!?」


    「四しノの宮みや先せん輩ぱいだってたくさん貰もらっているんじゃないんですか？　僕が同学年だったら絶対にほっときませんよ」


    　気のない相手にはさらりとそういうことが言えてしまうのが、ジンジンという人間だ。


    「そそそそそ──そうだよねっ！　あ、あたしも貰ってるよ。うんもちろん。百万通くらい！」


    《霞かすみに恋こい文ぶみなど送りつける身の程ほど知らずの虫が涌わいたら、私が呪のろい殺しますけど》


    「でさあ。いいの？　その〝らぶれたぁ〟にさー。なにが書いてあるのか、俺おれ、わかったって、そーゆーハナシな」


    「あ。うん。いいよ。続けて」


    「なんかいろいろぐだぐだ、ちんまい、まるまっちい字で、書いてあるんだけどさー。どれもさいごはみんなおんなじことが書いてあんのなー」


    「まあケンケンったら。貴方あなたまるで見てきたように言いますわね」


    「健けん太たはけっこう人気者ですよ。やはりサッカーできるとモテるんでしょうか……」


    「いろいろとか、ぐだぐだとか……。ケンケンあんたってけっこうヒドイやつだね。あとなに〝らぶれたぁ〟本当にもらったわけ？　しかも一通でなくて何通も？」


    「さいごにみんなおなじこと書いてあんだよ。だけど俺、わかんねーんだよ」


    「なにが？」


    「つきあってください、って、書いてあんだ。みーんな、さいごにそう書いてあんだぜー？」


    「つ、つ、つ……、つきあっちゃうの？」


    「なーなー？　〝つきあう〟って、それ、なに？」


    「は？」


    「だからつきあうってさー？　ぐたいてきには、どーするわけ？　一緒にサッカーしてえのか？　キャッチボールか？　マンガ読むんか？　ああ俺ゲームはやんねーからなー」


    「そこからか！　おまえのアタマはそこからなのかっ!?」


    「なに怒おこってんだよ？」


    「怒ってないよ。安心してるの」


    「四ノ宮先輩。健太をなんだと思ってるんですか」


    「そうだよねー。ケンケンだもんねー」


    　霞はほっと息いきをついた。


    「遊ぶのはいーんだけど。だけどそいつと遊ぶと、俺、ここにこれなくなるじゃん？　あーそーか。そいつもここに連れてくればいいんだー。俺、アッタマいー!!」


    「ふざけんな」


    　霞はこんどは本当にこめかみに青あお筋すじを浮かべた。
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    まっくろくろのひ
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    「きょうはー！　まっくろくろのひー！」


    「ばーか。んなこといわなくたって。わかってらー」


    「しかし本当に真っ暗になるもんですね。部室のなかにいるとは思えませんよ。本当になにも見えません。カーテンや目め張ばりしたくらいで、こんなに真っ暗になるなんて……」


    「うちの小こ森もりは優秀ですことよ」


    「恐おそれ入ります」


    「………」


    「そういえば皆さん知ってましたか。人間というのは、視し覚かく聴ちよう覚かくを奪うばわれた状じよう態たいで長時間過ごすと、精神に負ふ担たんがかかるのだとか」


    「ジンジンの言葉数かずがいつもより多いのはそのせいなのかしら？」


    「俺おれ。こわくねーぞー」


    「し、失しつ敬けいな。べつに僕だって暗いところが苦手とかそういうことは──」


    「………」


    「ひゅるるるる～。ああ……なんかあそこの暗くら闇やみに、七人目の気け配はいがあ～る……。あたしの異い能のう──〝第六感シツクスセンス〟を通して、たしかに感じるるるるるる～ぅ」


    「や、やめてくださいよ！」


    「どこも暗闇ですわよ」


    「あれ？　ねえジルちゃんそこにいるよね？　さっきからずっと喋しやべってなくない？　──てか。ジルちゃん喋っていないのはいつものことだっけ。ねえ筆談やってよ。ねえ」


    「………」


    「ねえ。ねえってば。ねえ？　ジルちゃんどうしたの？」


    「むし。しないで。よんで。」


    「読めないってジルちゃん。ごめん。真っ暗だから。なんか書いても。ぜんぜん見えないや」


    「そだね。」


    「ジルさんなにを書いてらしたんでしょう？」


    「しみつ。」


    「小森。暗いわ。目のサーチライト機能を点てん灯とうさせなさい」


    「それは無理です。聖せい羅ら様」


    「ところで暑くありません？」


    「そりゃね。七月だし」


    「窓まども閉しめ切ってますからね」


    「小こ森もり。喉のどが渇かわいたわ。アイスのほうで紅茶をいただけるかしら？」


    「承知しました」


    「俺おれも俺もー」


    「あー。よかったら、あたしも……っていうか小森さん器用だよね。まっくらななかで、よく紅茶淹いれられるねーっ。見えてるの？」


    「問題ありません」


    「それはイエスという意味でしょうか。ノーという意味なのでしょうか」


    「その昔。忍にん者じやは鍛たん錬れんのすえに暗くら闇やみで物を見えるようになったり、一いち里り先に針の落ちる音を聴きけるようになったりしたとのことです」


    「トモちゃん忍者だったんだー！　かっけー！」


    「だからトモちゃんってだれよ？」


    「いえ。ものの喩たとえです。いつもと同じ作業ですから見えなくても問題ありません」


    「こもり。さん。ことば。おおいよ？　こもりさんも。くらいの。こわい？」


    「まったくそんなことはございません」


    「えーと。お菓か子し。お菓子……。あれ？　ねえお菓子どこ？　誰か近くにない？」


    「はやくおかしだせー」


    「ケンケンあんたも探さがしなさ──って！　ちょっ、そこっ──！　どこ触さわってんのっ！」


    「なんだこりゃ？　やっけー……？」


    「柔やわらかくない」


    「ひょっとしていまケンケンはセクハラ中なのかしら？」


    《暗闇に乗じようじて探すふりをするとはなんて素す敵てきな洟はな垂たれ小こ僧ぞうなのかしら。三十歳で女性経験なしの殿との方がた程度に卑ひ劣れつで姑こ息そくな小こ物ものの軍ぐん師しになれますわよ》


    「俺。おかし探してるだけだぞー」


    「ちょ！　そこだめそこっ！　あは──あはははははっ！」


    「ぷにぷにだー」


    「し──してないっ！」


    「ハラか。これ。そっか」


    「ハラゆうなー！」


    「わたし。もっ。さわるるるるる♡♡♡。」


    「もちろんわたくしも」


    「あはは！　あはははっ！　やめ──やめてくすぐったい！　ジルちゃんセラちゃんだめー！」


    「おまえらだって〝せくはら〟とかゆーの、してんじゃん」


    「やめ！　やめて──！　く──くるし！　しんじゃう！　しんじゃう！　しんじゃう！　あははは！　あはははははー!!　だめ！　だめっ──らめえ！」
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    汗と着替え

    


    [image: ]


    　その夏の最高気温を更こう新しんしたその日、部室はうだるような暑さに包まれていた。


    「あっつー」


    　霞かすみが下敷きをぱたぱたと振る。首くび筋すじに風を送っている。


    『ほんと。熱いねー』


    「ジルさん。そこ。〝熱い〟じゃなくて〝暑い〟ではなくて？」


    『ううん。〝熱い〟でいいんだと思うの』


    　マーカーで書くのも気けだるげに、ジルは答えてきた。


    　そんな彼女は、男だん子したちの目が向こうに行った瞬間を見み計はからって、スカートをぱたぱたと上あげ下さげしている。


    「セラちゃん暑くないの？」


    　涼すずしげな顔をしている聖せい羅らに、霞は訊たずねた。


    「暑いですわ」


    　聖羅は言った。聖羅の姿は真夏でも黒タイツ。およそ血の通かよっている人間でいるかぎり、暑くなかろうはずがない。


    「いま森もりにこの学校を買ばい収しゆうさせて、全部室にクーラーを導どう入にゆうさせるかどうかを真しん剣けんに検討しているところです」


    「武ぶ道どうの境きよう地ちには明めい鏡きよう止し水すいという概がい念ねんがあります。心しん頭とうを滅めつ却きやくすれば火もまた涼しいという言葉は、こちらは禅ぜんですが、同じ意味ですね」


    　ジンジンが文庫本を片手に、そう言ってくる。聖羅と同様、これまた暑そうに見えない。


    「そっか。必ひつ死しなんだ。たいへんだね。クール系って」


    　ジンジンのめんどくさい説明を、霞は正しく理解した。


    「ケンケンみたいに死体になってたら、イメージ崩くずれちゃうもんねー」


    　話題になった当のケンケンは、ぐでーっと机つくえのうえに伸びている。〝しかばねの構かまえ〟だ。


    「ねえ。こもりんも。やっぱり暑いの？」


    　霞は部屋の隅すみで静かに座る小こ森もりさんに顔を向けた。〝こもりん〟というのは、最近霞が開発した愛あい称しようだ。たいてい「小森です」と訂てい正せいが返ってくるのだが、いまは返事がない。小森さんがサスペンドしているかどうかが、これでわかる。


    　皆でぞろぞろと、小森さんの前に集まった。


    「ねえ？　どう思う？　小森さんも暑がっていると思う？」


    　当の本人を前にして皆で内ない緒しよ話ばなしを行おこなう。目の前で内緒話をすることをＧグツＪジヨ部ぶ式密みつ談だんという。


    「僕だって天あま使つか先せん輩ぱいだって暑いんですからそりゃ小森さんだって暑いに決まってますよ」


    『小こ森もりさん。表情に出さないから……。わかんないよねー』


    「トモちゃん。あついんかー。どうなんだー？　おーい？」


    〝トモちゃん〟というのはケンケンが勝手に付けている愛あい称しようだ。こちらの愛称のほうは〝こもりん〟と違って訂てい正せいは返ってこない。ただし使っていいのはケンケン限定。


    　小森さんは前ぜん方ぽうを静かに見つめたまま。返事がない。なんの反はん応のうもない。


    「よしっ。判定ーっ！」


    　霞かすみが手を伸ばす。小森さんの腕うでを持ちあげる。


    　するとどうだろう？


    　小森さんのセーラー服タイプの上うわ衣ぎの脇わきの下あたりに──楕だ円えん形けいの染しみができていた。


    　結論。小森さんだって汗あせをかく。


    「──えっ？」


    　小森さんが急に覚かく醒せいした。霞によって持ちあげられている自分の腕を見て、皆の顔を見て、皆の視線の先を追っていって──。そして、その顔を、ほんのりと赤く染そめあげる。


    「着替えます」


    「へーき！　へーきだってば。ほらっ。あたしたちだって。こんな汗かいてるしー」


    「着替えてまいります」


    　小森さんは自分の私し物ぶつロッカーから、紙袋を持ちだして、廊下に出て行ってしまった。


    　数分くらい経たって──。


    　どこかで着替えてきた小森さんが、部室に戻ってきた。


    「メイドさんだーッ！」


    『きゃーっ！』


    　霞とジルが黄色い声をあげる。ジルは黄色いマーカーで書いている。


    「着替えがこれしかありませんでしたので」


    　小森さんはスカートの裾すそをつまみ上げて、優ゆう雅がに一いち礼れい。ヘッドドレスを載のせたショートカットの髪も、細ほそ身みの体にフィットするメイド服も、なにもかもが板に付いていた。


    　女じよ子したちの称賛を浴あびる小森さんは、ふと、男だん子したちの視線に気づいた。


    「こうでしたね」


    　くるりん。その場でくるっと一回転してみせる。スカートが遠えん心しん力りよくでふわっと咲さき開ひらく。


    　しかし男子たち二名は、ぼんやりとした顔を返すばかり。


    「なにが？　どしたん？　なーなー？　くるりんが、どしたん？」


    　ぽかーんとした顔で訊たずねてきたのは、ケンケンのほう。


    「殿との方がたのロマンではないのですか？」


    「なんで？」


    　やっぱりわかっていないケンケンの、その隣となりで、ジンジンが赤らめた顔をうつむかせていた。
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    水ガンアクションのひ①
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    「きょうはー!!　水ガンアクションのひーっ!!」


    「おーっ！」


    　うだるような暑さの、そんな日の午後。


    　霞かすみの声に、一同は気き勢せいをあげる。


    　頭ず上じように高たか々だかと差しあげられるのは、水みず鉄でつ砲ぽうだった。


    　各自。マイ水鉄砲を持参。


    　まえに実じつ弾だんの飛びかった「ガンアクションのひ」をやった。ゴーグルを付けないと危あぶないアソビだ。しかし今日企き画かくされたこれは、安全かつ健全なアソビである。


    　なにより、ちべたくて気持ちがいー。


    「みんな水着に変身だーっ！」


    　霞が叫さけぶなり──その場で着替えをはじめた。


    　脇わきのホックをはずされたスカートが、すとん、と足あし許もとの床に落下する。上うわ衣ぎをひとまとめにして、くるりんと脱ぬぎさる。霞の着替えは二秒フラットで完了した。


    『あっ──あのねっ。霞ちゃん！』


    　ジルが慌あわてて止とめに入った。ホワイトボードに急いで書いたその文字を、見て見て見てはやく！　──とばかりに振りたくる。


    「なんで？　これ水着だからはずかしくないもん？」


    　わずかツーアクションで水着に着替え終わった霞は、慌てているジルに対して、きょとんとした顔を向けている。


    「あら。そのやりかた。いいですわね」


    　タオルを胸むな元もとに抱だきしめた聖せい羅らが、感心した声でそう言った。


    「小こ森もり。わたくしたちも、こんど水泳の日にはそうすることにしましょう」


    　男だん子しがそこにいるので水着に着替えられずにいる聖羅は、やや悔くやしげに──いいことでも思いついたような顔で、そう言った。


    　基本的に聖羅サイドの小森さんは、こくこくと、ただうなずくばかり。


    「天あま使つか先せん輩ぱい。その戦せん術じゆつは小学生までというのが世間一般的なルールです」


    「そうなんですの？」


    「ええ。そういうものです。──ほうら。健けん太た。僕らは外に出ていくよ」


    「なんで？　俺おれもう着替えおわっちゃったぜー？」


    　答えるケンケンは、制服の下に海かいパン派は。霞と同じで小学生以下限定戦術をとっている。


    「なーなー！　みんなーっ！　仁じんがいまから廊下でマッパになってフルチンで着替えまーす！」


    「ならないって。きちんとタオル巻くから」


    　ケンケンが誰もいない廊下に声を投げる。ジンジンはクール男だん子しの面めん目もく躍やく如じよ。たいへんクールに突っこみ返している。


    　室内で着替えた女じよ子したちと、廊下で着替えた男子たちとで、数分後に廊下で再会した。


    「このへん！　中立地帯ねっ！」


    　先に着替えの終わっていた男子が、ビニールのプールに水を溜ためている。廊下の水飲み場の水道から、ホースが膨ふくらむほどの勢いきおいで、水がごんごん流しこまれて溜められている。


    　丸い三段式の子供プールを、霞かすみは指さした。


    「ここ。補給地点ねっ！　中立地帯は戦せん闘とう禁止でーす。水を入れに来たところを狙ねらい撃うちするのは、禁止だかんね！」


    　ルールの説明は、そんな程度。シンプルに終了する。


    　ようするに、各自の持ち寄った水みず鉄でつ砲ぽうで、水をぶっかけ合うという戦争だ。全員、水着になっているので、濡ぬれて困る心配もない。


    　むしろ濡らしてもらえると、ちびたくて、きもちいー。


    　肝かん心じんの勝しよう敗はいを決けつする方法については誰も語らないし別に質問もしない。それがＧグツＪジヨ部ぶ式。


    　プールに溜まった水を使って、各自、水鉄砲に水を充じゆう填てんしてゆく。


    　霞は大型タンクの銃じゆうを手にしている。


    　ケンケンは二丁拳けん銃じゆうを装そう備び。


    　聖せい羅らは高価そうな海外モデル。ストックが長い特殊な形で、スナイパーライフルの趣おもむきだ。


    「セラちゃんもジルちゃんも、なんかそれ水鉄砲とちがうよ？」


    『えーっ。だめこれ？　って！　あれあれだめだめ。なんか～、書きにくいよ～ぅ』


    　ホワイトボードが濡れていると、マーカーは書きにくくなるようだ。


    「これ。わたし。ぶき。」


    　今日は筆ひつ談だんは諦あきらめて、カタコトの日本語で話す。姉ゆずりのカタコト喋しやべりだ。


    　ちなみにジルが肩口に構かまえているのは、どうみても「バズーカ砲ほう」だ。すくなくとも「銃」ではない。


    「ま。いっか。女子有利になるし」


    「おいちょっと待てよ。四対二なのか？　ひでーじゃん」


    「ん？　じゃああたし、男子のほう入ろっか？」


    「おまえなんかいらねーよ。ジル。おまえそのスゲー武器もって、こっちこいよ」


    　そう言ったケンケンを──霞が、ぎろっとにらみ返す。


    　ぴゅっと撃った。水をぶっかけた。


    「ちべて！」


    　そのケンケンの声を合図に、戦闘が開始された。
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    水ガンアクションのひ②
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    「ちべた！　だめ！　ここ！　あんぜん。ちたい！」


    　意外と豊かなジルのお尻しりに、ぴゅっぴゅっと水がしぶく。


    　カタコトで文句を言うが、聞こえていないふりをして撃うちまくる男だん子しの餌え食じきにされている。


    　ジルは水着のお尻を押さえながら逃げまどう。ようやくプールへとたどり着く。


    　バズカー砲ほう型水みず鉄でつ砲ぽうは、火力は大だいだが、それを上回る致ち命めい的てきな欠点を持っていた。いっぺんに大量の水を放ほう出しゆつするものだから、空からになるのも、また早いのだ。


    　たっぷりと水を補給したあとで──。


    「YOU KILL YOU!!!」


    　コワイ顔になって男子を追い回す。


    「あははははははー！　やっちゃえー！　ジルちゃん！」


    　霞かすみが銃じゆうを振りたくって応おう援えんする。


    「待て！　おいちょっと待て！　わるかった！　俺おれがわるかった──ぶわっ！」


    　追い詰められたケンケンは、わずか五センチという至し近きん距きよ離りから、バズーカの直ちよく撃げきを顔にくらっていた。顔といわず頭といわず髪の毛といわず、びっしょりと濡ぬれそぼつ。


    「あはははー。なにそれケンケン。髪型かわると。なんかマヌケな顔ーっ。かわいー」


    「カワイイゆーな！」


    　ケンケンは二丁拳けん銃じゆうを交互に乱らん射しや。ジルのふくよかな胸むねに凶きよう弾だんを連射して、強きよう敵てきを下さがらせると──その隙すきをついて、霞にも凶弾を浴あびせにかかる。


    「カワイイってゆったやつのがカワイイんだぞーっ!!」


    　無む傷きずだった霞の水着が、みるみる濡れてゆく。


    「きゃっ。きゃっ。きゃーっ」


    　霞は笑いながら逃げ出した。廊下を裸足はだしで駆かけ抜けてゆく。


    「仁じん！　援えん護ごしろっ！　あいつ泣かす！　ぜってー泣かす！」


    　ジンジンは、ふうと大きく溜ため息いきをつくと、眼鏡めがねを外はずした。駆けてゆくケンケンについてはいかず、眼鏡のレンズを拭ぬぐいにかかる。窓まどの外の青空に照らして透すかして、水すい滴てきがぜんぶ拭えたことを確認してから、眼鏡を掛けると──ぎょっとした顔で、横を向いた。


    　小こ森もりさんが立っていた。


    　スクール水着の彼女が、戦場のど真ん中に、無む警けい戒かいかつ無表情で立っていた。


    「〝Ｍ〟より〝Ｓ〟へ──ただいま標ひよう的てきに接しました」


    　微び動どうだにせず直立したまま、小森さんはトランシーバーで誰かと話している。


    「あの……？　小森さん？　撃ってしまいますけど？　いいのでしょうか？」


    　水みず鉄でつ砲ぽうを掲かかげて、発はつ砲ぽうしてしまうまえに、なんでか、ジンジンは訊きいている。


    「風向き南なん南なん西せい。風力三」


    　小こ森もりさんはどこかに向けて話している。


    　ジンジンは引き金を引いた。起き伏ふくの少ないその肢し体たいを──ぴゅっぴゅっと水で塗ぬらしてゆく。


    　水を浴あびても、小森さんはまったくの無む抵てい抗こう。無む反はん応のうかつ無表情。


    　薄うすい胸むな元もとに。やっぱり薄い腰こしつきに。濡ぬれてできた大きな染しみが広がっていっても、トランシーバーを片手に話し込んでいる。


    　クールを装よそおってはいても──ジンジンだって、やっぱり男の子。


    　ごくりと、一回、ツバを飲みこんでから、無抵抗の小森さんに対して、ますます大だい胆たんに水を浴びせにかかる。


    「エレベーションを上七クリック。ウィンデージを左二クリック。──完了です」


    　小森さんがトランシーバーの向こうに向けて、そう報告した。その直後──。


    　どこからともなく飛ひ来らいした水しぶきが、ビュオッ──と、ジンジンの顔を打った。


    「ちべてっ！」


    　しかし近くにあるのは小森さんの姿だけ。ジンジンは不意に理解した。小森さんは単なる〝観かん測そく手しゆ〟だったのだ。その役目は〝狙そ撃げき手しゆ〟に目標の位置を伝え、照しよう準じゆん修正を行おこなわせること──。


    　正確無む比ひな射しや撃げきが、ジンジンの顔を撃うつ。眼鏡めがねを撃つ。狙ねらい撃ちをくらって、眼鏡のレンズが濡れてしまって──。ジンジンはますます相手を見つからなくなる。


    　いいように標ひよう的てきとなった。びしょ濡れにされた。


    「け……！　健けん太たっ！　健太ーっ！　たすけてっ！　援えん護ごプリィィィズ！」


    「ふ。たわいもない」


    　身長ほどもある長い長い水鉄砲を携たずさえて、物もの陰かげから聖せい羅らが現あらわれる。高たか々だかと結ゆったポニーテールを左右に揺らして、水濡れひとつない水着を風になびかせて、戦場を闊かつ歩ぽする。


    「それにしても……。暑いですわね」


    　こくんと、小森さんはうなずいて返した。


    「小森。あなた涼すずしそうね」


    　全身、しっとりと水着を濡らした小森さんは──こくんと、うなずいて返した。


    「誰かわたくしを濡れさせてくれるような殿との方がたは、いらっしゃらないのかしら」


    　聖羅は廊下の奥に視線を向ける。


    　ジンジンは半泣きでケンケンにすがっている。ケンケンはジルに敵かなわないとみて、水飲み場にとりついて〝水道蛇じや口ぐちビーム〟を浴びせている。もはや水鉄砲ではなくなっている。


    　ＧグツＪジヨ部ぶの殿方二人には、ちょっと無理な相談のようだった。


    　その後──。


    　廊下を水みず浸びたしにしてしまったＧＪ部が、先生に大おお目め玉だまを食くらったことは、いうまでもない。
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    スイカのひ
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    「きょうはー！　ななな、なんとー！　スイカのひー！」


    　ＧグツＪジヨ部ぶ中等部・部長である霞かすみの声が、部室に響ひびき渡った。


    　皆も「おーっ！」とばかりに、腕うでを高たか々だかとつきあげる。


    　テーブルの上に鎮ちん座ざましましていらっしゃるのは、スイカ様。まるまると肥こえ太って、深い濃こ緑みどり色いろを湛たたえた大玉は、いかにも涼すずしげに汗あせをかいている。


    「こちら。井い戸ど水みずがあっていいですね」


    　いつもの温度の低い声で、小こ森もりさんがぼそっとつぶやいた。


    　知る人ぞ知ることだが──このガッコには隠かくし蛇じや口ぐちがあるのだ。水飲み場の蛇口はすべて水道水だが、飲いん用よう以外の蛇口に、〝井戸水〟なるものの出てくるレアな蛇口がいくつかある。


    　井戸水というのは地面の下にある水のこと。夏でも冷つめたい新しん鮮せんな水だ。水道水みたいに生なまぬるくなったりしない。その井戸水を使って、朝からスイカを冷やしてあった。何時間も冷やしたおかげで、きっちりと冷えきって、放課後のいまがちょうど食べ頃だ。


    『じゃあ。切るね？』


    　ジルがごっついナイフを構かまえて皆に訊きく。私し物ぶつのロッカーから出てくるハンティング・ナイフは、カモシカでもアザラシでも解かい体たいできるという[image: ]うわさの逸いつ品ぴんだ。刃渡りは果くだ物ものナイフ程度なので銃じゆう刀とう法ほうもギリギリオッケーだが。


    「ろくとうぶんっ♪　ろっくとうぶんっ♪」


    　霞が〝六等分のうた〟を、ケンケンと一緒になって歌っていた。ちなみに霞・作詞作曲。


    　さくさくさくと三回ナイフが振るわれる。六等分されてスイカがきれいな半はん月げつ型がたの形となる。


    「この量……。一人分ですの？」


    　差し渡し三十センチもあるようなスイカの一片を前にして、聖せい羅らが途と方ほうに暮れている。


    「このタネ入っているの、くいづれーよなー」


    　ケンケンがぼそっと言った瞬間、霞が、ふふんと、勝ち誇ほこったようなカオをする。


    　がぶがぶがぶ、と、歯は形がたを付けてスイカをいっぱい口の中に収おさめ、もぐもぐもぐと口を動かしてスイカを飲み込み、そして──。


    　ぷぷぷぷぷ──と、種だけを器用に皿の上に吐はき出した。


    「ふっ。」


    　ケンケンを鼻で笑い、そして霞はスイカに戻る。


    「ムッガーっ！」


    　エキサイトしたケンケンは、霞と同じことをしようと、スイカをたくさん口の中に収めた。


    　最初のうちは、バリボリバリと、いやーな音が響いていたが──。そのうちコツを覚おぼえたのか、種を嚙かみ砕くだいてしまう音も聞こえなくなってきた。


    　ぷぷぷぷぷ。


    　ケンケンが種を飛ばした。


    「──あのねケンケン。いまこっちまで飛んできたんだけど」


    　霞かすみの腕うでのところに黒子ほくろみたいに、黒い種が張りついている。その種を指先でつまんで捨てながら、霞がケンケンをにらみつける。


    「ふふん。俺おれ様さまはタネとばしチャンピオンだからなー。ま。とんじまうのはしかたねーなー」


    「ゆった！　いまこいつ〝俺様〟とかゆった！　ねえゆったよ！」


    　霞は隣となりの聖せい羅らの袖そでをしきりに引っぱるが、聖羅は自己の許きよ容よう量りようの四倍くらいに相当するスイカの塊かたまりと格かく闘とうするのに忙いそがしく、ぜんぜん、聞いてくんない。


    「やっべー。俺。じぶんのさいのーが、こえー。あれだな。しょーらいのもくひょーに世界タネとばしチャンピオンも入れとかなきゃな」


    「あんた昔ガンダムになるって、まえそおゆった」


    「ゆったよ？　だからタネマシンガン装そう備びのガンダムになるんだよ」


    「ふんっ。あんたまさかその程度であたしに勝ったつもりじゃないよね？」


    　霞は猛もう烈れつにスイカを食った。そして口を尖とがらせて、種を──。


    「うわっ！　きたねっ！　てめっ！　なにすんだ！　てめっ！　きたねーっ！」


    　ケンケンの顔が種まみれになる。あははははーと、霞がお腹をかかえて笑っていると──。


    　ぷぷぷぷぷと、こんどはケンケンからの反はん撃げきがあがる。


    　ガタゴトガタと机つくえごと引っぱって、他の四人は無言で避ひ難なんしていった。


    　終わりなき闘とう争そう。意味のなき戦たたかい。報ほう復ふくによる報復のための報復が繰り返される。霞とケンケンとは、お互たがいのスイカを食い尽つくしてしまうまで、種の飛ばしあいを続けた。


    「勝った！　ぶいっ！」


    　最後に相手の顔に種を飛ばしたのは、霞のほうだ。勝しよう敗はいは口の大きさにあった。ケンケンのほうは男の子で、顎あごと口が大きい分、弾薬スイカの消しよう耗もうが激しかったのだ。


    『あのね。霞ちゃん。ちょっといい？』


    　ジルがホワイトボードにそう書いてきた。霞の耳に顔を近づけてくる。こしょこしょと小声で耳打ちされる。英語で交かわされる内ない緒しよ話ばなしを理解した霞は、ぼっと、一瞬にして顔を真っ赤に染そめあげた。


    　ケンケンの顔を見やる。霞の飛ばした種がいっぱいついている。


    「拭ふいてあげるから！　はやく拭く！　もうこら！　うごくなーっ！」


    　霞はタオルでごしごしとケンケンの顔をこすった。


    　とくにケンケンの口のまわりを念ねん入いりにこすった。自分の飛ばした種が絶対に残っていないように、念入りに、何度も何度もよく拭ぬぐった。
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    音楽の趣味
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    「ねえ。ジンジンってさー。いっつもどんな音楽聴きいてるの？」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　ヘッドフォンを付けてスマートフォンで音楽を聴いているジンジンの上から屈かがみこんで、霞かすみはそう訊きいた。


    　しかしジンジンは返事をしない。足でリズムを取って、曲に上じよう体たいを揺らしている。


    「だめだぞー。そいつ。フネこいでいるときには、へんじ、しねーぞー」


    『ケンケン君。〝舟を漕こぐ〟って、それ日本語では居い眠ねむりしてるときのことを言うんだよ』


    「ふーん。……じゃあこーゆーとき、どーゆーの？」


    「ねえジンジンってば」


    　霞は声を大きくして顔を近づける。ヘッドフォンの耳元で言うが、ジンジンの返事はない。


    「むー……」


    　霞はうなった。


    　ヘッドフォンをジンジンの耳穴から引っこ抜き──。


    「わー!!」


    　耳元で大声を張りあげた。


    　ジンジンはびっくりして驚おどろいて目を見み開ひらいて──。


    「わ──わっ！　……わー！　わー！　わーっ！　わーっ……。な、なんなんですかぁ？」


    　椅い子すから転ころげ落ちたジンジンは、涙目になって霞を見返していた。


    「音楽どんなの？　それなに聴いてるの？」


    　ジンジンはまず立ちあがって──。お尻しりを払い──。椅子を直してそこに座り直した。


    　そうしてすっかり落ち着きを取り戻してから、ジンジンは口を開いた。


    「……ロックですよ。最近は黎れい明めい期きのものを特に集中して発はつ掘くつしています。これはジョニー・Ｂ・グッドですね。チャック・ベリーのオリジナルのほうではなくて、ジミヘンのカバーのほうですけど」


    「わかんないよ。日本語話して」


    「日本語話していますけど……、うわっ、ちょっ──」


    　霞が顔を近づけてきたので、ジンジンは慌あわてた声をあげた。


    　霞はヘッドフォンの片耳を拾い上げると、すぽっと自分の耳に収おさめた。聴かせてとか、いいよね、とか言わないで、すっと自然にジンジンのパーソナルスペースに入りこむ。


    　ほっぺたが近すぎる。


    　ジンジンは意識してしまって、どぎまぎとしていた。片耳に響ひびいてくる音楽に、意識なんて向けられない。


    「あ。いいねこれ」


    「そ。そうですか」


    　緊張を押し隠かくすように、ジンジンは言葉をつづけた。


    「お。音楽は自分を高めてくれるものを選ぶことにしています。どうせ聴きくのであればすこしでも時間を有効に活用したいですからね。プレイリスト管理をしていますが、大たい抵ていはランダム選曲でループ再生です。これはアルバム単位よりも時代単位で聴こうという意図があるからでして──。これは小説の選択基準と同様です。しかし音楽はいい。自分になにかをプラスしてくれます。最近では一時期敬けい遠えんしていたクラシック音楽や、あとは演歌などといったジャンルにも手を伸ばしはじめていまして──」


    「うるさいよ。聴こえない」


    「すいません」


    　しばし、ジンジンと霞かすみの二人は、ほっぺたをくっつけ合わせるような距きよ離りで、ひとつのヘッドフォンを二つに分けて同じ曲を聴いていた。


    「これいいねー。なんか体が動いちゃうねー。ジンジンしょっちゅう舟漕こいじゃっているの、なんだか、わかるー」


    　霞の体が曲に乗のって揺れ動く。〝くっつきそう〟とかニアミスどころじゃなくて、実際にぺたぺたと、くっついては離れる。


    　霞はまったく気づいてもいない。ジンジンは真っ赤になっている。そしてケンケンはマンガを読んでいる。


    「小こ森もり。〝ジョニー・Ｂ・グッド〟だそうよ」


    「承知しました」


    　いつのまにか小森さんが携帯用のスピーカーを用意していた。


    　聖せい羅らのiPhoneを操そう作さして、ストアから曲をダウンロード購こう入にゆう。


    　手早く配線をセットアップする。スピーカーから、二人の聴いていた音楽が鳴りはじめる。


    「Let's dancing!」


    　ジルが英語で言って立ちあがった。手を取られたケンケンは変な顔をしていたが、すぐに曲に乗って体を動かしはじめた。踊おどったことがないのはモロバレの動きだったが、運動神経がいいせいか、すぐに相手の動きに合わせるようになった。初級者から中級者まで、ものの一分間。


    　ジンジンと霞のほうも見よう見まねでカラダを動かしている。


    　小森さんが机つくえと椅い子すを片付けて、せまい部室にスペースを最大限確保する。


    　女じよ子したちが、それぞれパートナーの男だん子しもしくは小森さんにくるくると回される。曲の最後には、ウエストを支ささえられて大きく背せ筋すじをのけぞらせて、決めポーズ。


    　今日の部活動は、ダンスパーティとなった。
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    ラムネのひ
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　今日の霞かすみの個人的おやつは、ラムネだった。


    　ツブツブのたくさん入っているやつじゃなくて、小さなドーナツ型をした、まんなかに穴の開あいてる大きなやつ。コンビニで見かけたので、なんとなく買ってみたのだった。


    　もっとスペシャルなおやつであれば、みんなに提供してシェアするが、そこまでスペシャルなものでもないので、個人的に、一人でもくもくと食べている。


    「あれ？　おまえ、それ──」


    　ケンケンの声がした。マンガを読み終えたケンケンが、なにかびっくりした顔で、霞のことを見つめている。


    「ばかヤロウ!!　なにやってんだ──オマエッ!!」


    「ふ、ふえっ……？」


    　いきなり強い声で叱しかられて、霞はびっくりしていた。


    　ケンケンがこんなに大きな声で怒おこったことなんて、これまでに一度もなくて──。


    　のんびりしていて、いつもバカなことばかりやっているケンケンのイメージからは、想像もしなかったような男の子のカオを向けられる。


    「なに食ってんだよ！　おまえ！」


    「な、なにって……、らむね……、たべてただけだよ？」


    　びっくりするあまり、霞の返事は、幼よう児じっぽくたどたどしいものとなってしまった。


    　その霞の口のなかでは、ラムネがじわじわ溶とけている。


    「だめだろ！　ばか！　おまえ！」


    　ケンケンの手が霞の頭をがしっと押さえてくる。


    　そして前後左右に、霞の頭はがくがくぶるぶると激しく揺さぶられた。


    「だせだせだせ！　それちょっとだせ！　おまえ！　ばか！」


    　奥おく歯ばがガタガタいうほどに揺さぶられて、霞の口の中から、ぽろりと食べかけのラムネが飛び出した。テーブルの上を、こんこんと跳はねてゆく。


    「とんだＤＶ男ですわ」


    　副ふく音おん声せいじゃなくて肉にく声せいのほうで聖せい羅らがそうつぶやいた。


    「なんだよそれ？　〝でぃーぶい〟って？」


    「健けん太た。ちょっとそれはしゃれにならないよ。なに四しノの宮みや先せん輩ぱいに乱らん暴ぼうしているんだ」


    「だって俺……。こいつがラムネいきなり食っちまうから……」


    　聖羅とジンジンの言葉を聞いていて──霞は、いまのこれは自分がわるいんじゃなくて、ケンケンに対して怒るべきところなのだと知った。


    「きけよ。聖せい羅らも。仁じんも。ちげーよ。だからこれ見てみろって。これこれ」


    　ケンケンの目が机つくえの上に見ているのは、霞かすみの口から飛び出したラムネだった。霞がしばらく口に入れていたから、ちょっと溶とけて角かどが丸くなっている。


    「あーもー。これじゃだめだな」


    　ケンケンは食べかけラムネを拾いあげると、ひょいと自分の口に放りこんでしまった。


    「くった！」


    「いいじゃん一個くらい」


    「じゃなくて！　それあたしが口に入れたやつ──」


    「ほれ」


    　と、ケンケンの手が、新しいラムネを、一つ、霞に渡してくれる。


    　霞はわけがわからないまま、そのラムネを口に入れた。


    「くうなっ！」


    　ぱしんと後うしろ頭をぶっ叩たたかれる。ラムネがテーブルに転ころがり落ちる。


    「なっ!?　なっ──？　なぁーっ──!?」


    　霞は混乱しまくって、ケンケンに叩かれた頭を押さえている。


    「おまえなにかんがえてんだよ。これフエラムネだろ。いきなりくっちまって、どーすんだよ」


    「ふぇっ……？　ふえらむね？　らむねじゃないの？」


    「ラムネだけど。笛ふえなの。──くわえてみな」


    　霞はケンケンに言われるまま、ラムネの一個を口にくわえた。


    「ふいてみな」


    　言われるまま、息いきを吹きこんでみると──。ぴゅー、と、音が鳴った。


    「なった！　なった！　なったよ……？」


    「だからそーいってんだろ」


    「なんだかケンケンがお兄さんで、霞さんのほうが妹みたいですわね」


    『霞ちゃん。もともと妹キャラだよ？　マイ・サムライ・マスターと一緒のときべったりだよ』


    「わたくしもお兄様がほしいですわ。ジンジン。貴方あなた。お兄様になってくださらない？」


    「無理です」


    「聖羅様。私にお命じになってください」


    「貴方では別の意味で無理ですわ」


    　皆のコメントをよそに、普段と逆転したケンケンと霞の会話は続く。


    「あーもー。おまえ。オマケで恐きよう竜りゆうでてきたぞ。これ男の子用じゃん。オマケには男の子用と女の子用があんだよ。おまえさ。いちお女なんだから。女の子用のほう買わなきゃだめだろー」


    「そ。そなんだ。もお、おぼえたよ……？　霞……ちゃんとできるよ？」
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    お兄ちゃんのひ
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    「ねえお兄ちゃん」


    「うわっ！　わっ──!!　わわわっ!!」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　霞かすみが何気なく向けた言葉によって、ジンジンが椅い子すから飛びあがった。せまい部屋を果てまで逃げていって、窓まど辺べにびったりと背中を張りつかせる。


    「な、な、な……いまなにが起きてるんですかっ？　な、な、な……なにを血ち迷まよっているんですか四しノの宮みや先せん輩ぱいっ？」


    「そんなに大げさに驚おどろかなくたって、いいじゃない。お兄ちゃん」


    「また言ったー！」


    　ほとんど悲ひ鳴めいの声があがる。ジンジンはほとんどパニックを起こしている。


    「きょうはね。〝お兄ちゃんのひ〟──なんだよーっ！」


    「まあ素す敵てきな日ですこと」


    「セラちゃん。このまえお兄ちゃん欲しいって言ってたじゃない。それで思いついたんだー」


    「なんだ部活動でしたか」


    　ケンケンは戻ってくると、すとんと椅子に腰こしを落とした。放りだしていた本を拾ってページを開ひらき、さっきまで読んでいた場所を探さがす。


    「立ち直りっ。はやっ」


    『はい。ケンケンおにーちゃん。草くさ餅もちどーぞ』


    　さっそくジルが〝部活動〟にとりかかる。手作りのマイお菓か子しをケンケンに差しだす。


    「ん。」


    　ケンケンはマンガから顔を上げず、手だけで草餅を探して持っていった。


    「ケンケンはジンジンと違って大おお物ものですわね」


    「ホワイトボード読んでないだけでしょ？　──んしょ、と」


    「──よっこいしょ、と」


    　霞と聖せい羅らと、二人が椅子ごと移動してゆく。ケンケンの両りよう隣どなりを固かためる。


    「おにーちゃん」


    「お兄さま」


    「へ？」


    　半分になった草餅をくわえたまま、ケンケンは、目を白黒させた。


    　霞と聖羅がしなを作って甘あまえにきているという、およそ現実とは思えない光こう景けいを、ケンケンの脳のうはようやく認識する。


    「うっ、わっ──！　わーっ！　わーっ！　わーっ！」


    　ケンケンの避ひ難なん距きよ離りは本日の記録を更こう新しんした。ジンジンが逃げたのは窓まど辺べまでだが、ケンケンの場合には、プラスすること、さらに二十センチ。窓をがらりと開あけて、その向こうに体半分ほど逃がしている。


    「わー！　あぶない！　あぶないって！　落ちる！　落ちちゃう！　お兄ちゃんっ！」


    「わー！　わーっ！　わーっ！　こわい！　なんか女コワイ！　うわーん！」


    「このあいだのトラウマ。またはみだしてきているようですわね」


    「もー。セラちゃんのせいだよー」


    「では責任を取りませんと」


    　聖せい羅らはすうっと立ちあがった。ケンケンを刺し激げきしないように、ゆっくりと近づいてゆき──。


    「ほうら。こわくない。こわくない。──ほらっ。もう大丈夫ですわよ。お兄さま」


    　その顔を、そっと胸むな元もとにかき抱いだく。


    「なっ──なっ……、だからあっ！　なんなんだよ！　それは！　なんかキモチわりーぞー！」


    　正しよう気きに返ったケンケンが、聖羅の胸むねから顔をひきはがす。せいいっぱいの強がりを見せて文句を言ってくる。


    「だからきょうはねー。お兄ちゃんのひー」


    　聖羅の肩越しに霞かすみは言った。


    　なんでか赤い顔をしているケンケンに、いたずらっぽい笑顔を向ける。


    「お兄ちゃん。霞ね。ジュース飲みたい！」


    「じぶんでのめよ」


    「じゃあ……。がまんする」


    「あーもー！　なんなんだよもー！」


    　ケンケンはドスドスと部室を横おう断だんすると、部屋の隅すみに行った。置いてあったペットボトルの口を開ひらくと、霞のマークのついたプラカップに、どぼどぼと注そそいだ。


    「ほらよ」


    「ありがと。お兄ちゃん」


    　霞はにこっと微ほほ笑えんだ。ケンケンは「けっ」と吐はき捨てて、物もの凄すごい勢いきおいでそっぽを向いた。


    「健けん太たって。わりと面めん倒どう見みがいいですよね」


    　聖羅とジルに対してそうつぶやいたジンジンは、ふと思いついたように、ケンケンに向いた。


    「そうだ兄さん。ついでだから僕にもジュースをくれないかな」


    　部室の空気が変わった。


    「うっわジンジン。──それちょっと引いちゃうよ？」


    　急に素すに立ち返った霞が、そう言った。


    「わ──忘れてください!!」
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    アイスのひ
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    「きょうのスペシャルおやつはー！　アイスでーす！」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　立ちあがった霞かすみが、大きな声で宣せん言げんする。


    　校門前のコンビニのアイスは大人気。放課後にはダッシュで行かないと売り場の底までなくなってしまう。


    　今日は闘争に打ち勝って、他の部の精鋭たちを押しのけて、三本ゲットすることができた。


    「夏になるとこれ出てくるよねー。白いの好きなの。冬でも茶色のはあるけど白いのないよね。なんでだろ。まえにお兄ちゃんに冬に白いの買ってきて貰もらおうと思ったら、十三軒回ってもみつかんなかったって。隣となり町まちにもなかったって」


    　霞の言う〝白いの〟とはサワー味。〝茶色の〟のほうはチョココーヒー味。


    　この二本セットになっているアイスは、霞のお気に入りだった。チューブの中で凍こおっているものを、もみもみしながら、チューチューと吸う。


    「これまーちゃんも大好きなんだよ。まーちゃんから教えてもらったの。だけどまーちゃんちっちゃいから、一本しか食べられないの。二本食べるとおなかゆるくなっちゃうからだめなんだって。かわいいね。ちっちゃいね」


    「はあ。まーちゃんといいますと。たしか小学四年生の女の子でしたね」


    　霞のいつもの省略脱だつ線せん話わ法ほうにずいぶんと慣れてきたジンジンは、一いつ切さい突っこむことなく、ただうなずきを一個ほど返した。


    「姉ねえさまですわ」


    「そだよ。セラちゃんの妹さんだよ」


    　大きくうなずく霞のその横で、聖せい羅らが仄ほの暗ぐらい笑みを浮かべている。


    　天あま使つか家けにおける「あだ名」が「姉さま」であるのだと霞は思っているが、知らぬは霞ばかりなり。たしかに小学四年生並みにちっちゃいが、じつは天使真ま央おは去年高校も卒業してしまった大学一年生。天使家の「長女」であり、正しよう真しん正しよう銘めい、聖羅の「姉さま」であったりする。


    「ところでこれ。三本しかないんですけど」


    「六本あるよ」


    「え？　三本ですけど……って、ああ。これって二つに割れるんですね」


    　二本セットになっているアイスで、まんなかから、ぱきっと二つに割って分けられるのだ。


    「どなたとどなたとで、ペアを組めばいいかしら」


    　聖羅のなにげない一ひと言ことが、部室の空気を一瞬で変えた。


    「聖羅様。どうぞ」


    　最初に動いたのは小こ森もりさん。


    　アイスをぎゅっと両手で握にぎって、片かた割われを聖せい羅らへと突きだす。


    「わたくし。霞かすみさんと分けたいですわ」


    　髪をかきあげて、聖羅は唇くちびるを尖とがらせる。


    「聖羅様。どうぞ」


    「聞こえませんでした？　霞さんと──」


    「聖羅様。どうぞ」


    　迫はく力りよく負けして、聖羅はアイスの片割れを手にした。ぱきっと音がして、アイスは小森さんと聖羅のあいだで仲良く〝はんぶんこ〟にされた。


    　ちゅー。ちゅー。


    「ぜ──！　ぜったいに、しませんからね！」


    「なにが？」


    　いきなり叫さけびだしたジンジンに、霞が怪け訝げんそうな顔を向ける。


    「僕は絶対に健けん太たとは組みませんからね！」


    　誰もなにも言われていないのに、ジンジンは激しく予防線を張りめぐらせている。


    「なーなー。はやくしねーと、とけちゃうぜー」


    「ケンケンそれはね。すこし溶とけかけがおいしいんだよ」


    『じゃあジンジン君。わたしとする？　──〝はんぶんこ〟』


    「是ぜ非ひお願いします」


    　アイスを向けてきたジルに、ジンジンはぺこりと頭を下さげた。


    「あれれっ？　なんであたし、ケンケンとなの？」


    「なーなー。とけるぜー。とけちゃうぜー」


    『霞ちゃん。ジンジンと組みたかった？』


    　ジルにそう訊きかれて、霞は腕うで組ぐみをして、深ふか々ぶかと考えこむ。


    「うーん……」


    「とけるー。とけるー。とけるー。うおー」


    「べつに僕はどちらの方とでも構かまいませんが。健太以外であるならば」


    　まだアイスは二つに分ける前だった。ジンジンとジルは手を止とめて霞を見ている。


    「うーん……」


    『かわる？』


    　ジルが手にしたアイスを、ケンケンへと差しだしたとき──霞は口を開ひらいた。


    「ケンケンがいい」


    　結局──。〝アイスのひ〟の組み合わせは、こういうことになった。


    　聖羅♡小森さん。ジル♡ジンジン。霞♡ケンケン。
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    サクジョ！
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    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　きょうはなんの〝ひ〟でもなくて、ただ単におしゃべりをしている日。


    　女じよ子したちは着るものと付けるもののおしゃべり。


    　男だん子したちは昨日のサッカーの試合のおしゃべり。ケンケンはシュートを決めたストライカーのカッコよさを身振り手振りをまじえて熱ねつ血けつに語り、ジンジンは監かん督とくの采さい配はいミスに対して冷静にダメ出しをしている。


    「そんでねっ。まーちゃんに教えてもらったんだけど。そのアインツバイってお店が、かわいーんだってー。いろいろ、いっぱい置いてるってー」


    『ein, zwei』


    「どしたの？　ジルちゃん。それ何語？」


    「ドイツ語ですわね。数字です。一、二って意味ですわ」


    「ほー。へー。はー。──じゃあ、〝アインツバイ〟って、〝ワンツー・パンチ〟って、そういう意味だったんだー」


    　霞かすみの天てん然ねんボケに、ジルはにっこりと微ほほ笑えみ返した。


    『霞ちゃん。そこ。パンチは付かな──』


    　ジルは日常会話のほとんどを、ホワイトボードを使って筆ひつ談だんで行おこなう娘。


    　その彼女の言葉が、かき消された。


    　文字どおり、消されている。


    　皆の目がケンケンに集まっていた。ホワイトボードを拭ふき消す道具──イレーザーを手にしたケンケンが、「えへへー」というイタズラっ子の顔をして笑っていた。


    『ケンケン。だめで──』


    　また消された。


    　えへへー。


    「めっ。」


    　ニコニコ笑っているケンケンに、ジルは肉にく声せいでそう告つげた。軽く握にぎった手で、ケンケンのおでこを、こつんとつつく。そして霞たちとの話に戻る。


    『霞ちゃん。色々ってどんなふう？　そういえばわたし、姉さんとお揃そろいのお弁当箱を──』


    　弾はずんだ字で書きこんでいた、ジルのその会話が──。


    　また消された。


    「えへへー」


    　ケンケンはついに、ただ笑うのみならず、「えへへー」と口で言った。言っちまいやがった。


    「けんけん。」


    　ジルはその顔に、にっこりと、花のように優やさしい微ほほ笑えみを浮かべた。


    　すうっと椅い子すから立ち上がり、ぐいっとケンケンの首根っこを摑つかみ──すたすたすたと、男の子一人の体重を軽々引きずりながらジルが向かった先は、窓まど辺べである。


    「えっ？　おい──。ちょっ──」


    　慌あわてた顔のケンケンは、首根っこを摑まれて引きずられてゆく途中で、机つくえや椅子やロッカーや壁かべに摑まるのだが、そんなことで、ジルの歩みは止とめられない。


    「いっ、いっ、いっ──いーやーだー！」


    　ケンケンの最後の抵てい抗こうは、白い壁に指の跡あとをくっきりと残した。


    　ジルという子は、見かけはおとなしくて、おっとりしていて──実際の性質もだいたいその通りなのだが、野や生せいで暮らしていたせいか、たいへんなパワーを秘ひめている子。


    　滅めつ多たに怒おこったりしないが、たまに怒らせると──こういうことになる。


    　ケンケンは窓の外に、ぷらーんと吊つるされた。


    　ジルはわずか片かた腕うで一本でケンケンを持ちあげて、窓の外に吊つり下げているのだ。


    「よいこは真ま似ねをしてはいけませんわ。小こ森もり。紅茶をくださる？」


    　聖せい羅らが何なに事ごとも起きてないかのように、涼すずしげな声でそう言った。


    「あたしもー」


    「僕にもお願いします」


    「承知しました」


    　四人はいつも通りの部活動をしていた。小森さんの紅茶の腕が披ひ露ろうされる。


    「こっち。よわいほうの。て。」


    　ジルは吊り下げてる方の肩を、ぱんぱんと叩たたく。


    「おち！　おちるー！　おちるー！　あぶ！　あぶねー！　あぶねー！　ひー！」


    　ケンケンは意外と早く陥かん落らくした。


    「すいませんごめんなさいもうやりません！」


    「いいよ。まだ。はんせい。しなくて。」


    　ジルはカタコトでそう言った。


    「まだ。あと。in ein,zwei...minuten.　一。二ふん。もって。られるよ。」


    　ニコニコと笑うその顔が、ケンケンを恐きよう怖ふのどん底に叩きこむ。


    「しない！　しない！　もうやんねーからー!!」


    「うん。いぱい。はんせい。してね。」


    　ジルは優やさしい笑顔を絶やさない。


    「ゆるしてー！　やめてー！」


    　ケンケンが許ゆるされたのは、宣せん告こく通りに、二分後のことだった。
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    ほっとおあくーる？
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    　いつもの昼休み。いつものせまい部室。


    「おべんと♪　おべんと♪　こんにちはっ♪」


    　霞かすみが口ずさむのは、作詞作曲＝霞の「おべんとこんにちはの歌」。


    　中学では給食があるが、節電とか〝けーかくてーでん〟がどうとかで、給食がお休みの日がでてくる。そういう日には、ＧグツＪジヨ部ぶの部室で、皆でお弁当を食べるということになっていた。


    　ぱかっと蓋ふたを開あけると、おかずが顔を出してくる。


    　しかしおかずだけ。ご飯のほうは、まったく入っていない。


    「ね？　セラちゃん。これでいいの？　言われた通り、おかずだけ持ってきたけど……？」


    「ええ。もう少々お待ちください」


    　聖せい羅らはスマートフォンを取りだすと、画面に表示される時計を見ている。


    「三……、二……、一……」


    　ゼロ、という声のかわりに、部室の戸が、がらりと開ひらいた。


    「失礼します。聖羅様。ご注文の物をお持ちしました」


    　からころと、カートを押して入ってきたのは──。


    「森もりさんだー！」


    「ご無沙汰しております。霞様」


    　ぺこり。大人おとなの女性が頭こうべを垂たれる。スーツの似合う涼すずしげな美女だ。


    「こいつが〝森さん〟かー」


    　ケンケンが珍めずらしそうな顔をして、森さんの周囲をぐるぐると周回している。話にはよく出てくるが、ケンケンが実じつ物ぶつを見るのは、今日が初めてなのだった。


    「いいえトモちゃんです」


    「うおっ!?」


    　お茶目な切り返しをされて、ケンケンは驚おどろいている。


    　森さんはくすりと微ほほ笑えんでいた。そして深ふか々ぶかと頭を垂れる。


    「──小こ森もりにかわって、お礼をいたします。いろいろよくしていただいていると聞いています」


    「ま。女を守ってやるのは、男のつとめだかんなー」


    「ところで健けん太た様。ホカホカのご飯と、冷ひやご飯と、どちらに致しましょう？」


    　しゃもじを構かまえて、森さんは訊たずねた。


    「へ？」


    　彼女が運んできたカートに載のっているのは炊飯ジャー。あと木製のおひつ。それからボウルに入った鶏卵がたくさん。


    「今日は〝ほっとおあくーるのひ〟ですの」


    　聖せい羅らが宣せん言げんをするように、そう言った。「きょうは○○のひー！」と言いだすのは、いつもたいてい霞かすみだが、べつに誰がやってもかまわない。それがＧグツＪジヨ部ぶのルールである。


    「ほっと？　くーる？」


    「ここにひとつの命めい題だいがあります。卵かけご飯は、いったいどちらで食べたほうがおいしいのかという究きゆう極きよくの命題ですわ」


    「んなの。もちろん冷ひや飯めしじゃん」


    「えー？　あったかいほうだよー？」


    「ですわね。森もり。わたくしも温あたたかいほうで」


    「承知しました」


    　森さんが三人のぶんのご飯を盛りつける。


    『えっとね……。マイ・サムライ・マスターは……、冷つめたいほう派はだって。じゃあわたし。冷たいご飯ください』


    　ジルは携帯でメールの返信を受け取って、そう告つげた。


    　ちなみに森さんが部屋に入ってきたあたりですでにメールの送信をかけている。話題の先さき読よみがバッチリ的中している。


    「お兄ちゃんの裏切りものーっ！」


    「これで二対二となりましたわね」


    　聖羅は残る二人──。ジンジンと小こ森もりさんに流し目を送った。


    「これ。決着つけとかなくちゃならないような問題なんですか？　べつにどちらでもいいような気がするんですけど」


    「だめっ。勝ったほうが負けたほうのゆーこと聞くのっ」


    「えーと……。じゃあまあ……。強しいて言うなら、僕は温かいほうかなぁ」


    「ケンケンとちがう！　ジンジンがケンケンのこと裏切るなんてッ！」


    「言っててください」


    「私は冷たいほうでいいです」


    　小森さんの声に皆がぎょっと顔を向ける。


    　お弁当箱を前に、ぴくりともしていなかった小森さんに、急に気け配はいが出現したからだ。


    「あれ？　ねえ森さん？　小森さん冷たいほうだってー。……ねえ？　あれ？　もしもーし？」


    　霞が森さんの顔の前で手を振っている。


    　森さんが、はっと我われに返ったように、まばたきをした。


    「ええ。はい。……じゃあこれで三対三ですね。皆様。引き分けイーブンです」


    　今日のＧＪ部は「ほっとおあくーるのひ」だった。


    　三対三の引き分けとなって、皆で卵かけご飯を仲良く食べた。
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    小森さんの手品
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    「それでは手て品じなをはじめます」


    　いつもの放課後。小こ森もりさんも増ふえて、ますます手て狭ぜまとなった、いつものせまい部室。


    　皆の視線が集まるなか──。


    　一個のボールを手の上に置いて、小森さんがそう宣せん言げんした。


    　本日のＧグツＪジヨ部ぶ中等部の部活動は、「小森さんビックリ手品ショー」だった。


    　それは霞かすみの何なに気げない一ひと言ことから始まった。「ねえ小森さんって特技とかある？」と霞が訊きいた。小森さんはしばし小首を傾かしげていたあと、「手品とか？」と小さく答えた。


    　そして皆はいま、わくわくしながら小森さんの一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに視線を注そそいでいる。


    「ここに一個のボールがあります」


    　と、小森さんは手のひらの上のボールを示した。


    「これをいまから消してみせます」


    「うん。うんっ。うんっ」


    「うおー。はやくー。はやくー」


    　霞とケンケンはわくわくしながら見つめている。手を握にぎりしめて、ぶんぶん上下に振っている。


    　聖せい羅らとジンジンのクール派はは、さして興きよう味みはなさそうに──でも礼れい節せつは踏まえて、きちんと視線を向けている。


    　ジルはニコニコと微ほほ笑えみながら──手品というより、皆全体を見守っている。


    「はい」


    　小森さんが、小さく、言う。


    　その瞬間、ボールは彼女の手から消え去った。


    「えっ？　えっ!?　ええーっ！　うそーっ!!」


    「うおー！　きえたー！　きえたぞー!!」


    「ねえいま消えたよ。ホントに消えたよ。消えちゃったよ？」


    　隣となりにいるケンケンの袖そでを、霞はしきりに引っぱって、訴うつたえかけている。


    「ねえどこいったの？」


    『あっち』


    　誰にともなく向けられた霞の言葉は、ジルによって答えられた。


    　マーカーを持った彼女の手が、窓まどの外を指さしている。


    「投げたんだっ！」


    『うん。びゅごっ。って。ものすごい速さで〝びゅごっ〟と投げたよ』


    「だけどすごいですね。ぜんぜん見えませんでしたよ」


    「さすがジンジンですわね。女性には優やさしいこと」


    《さすが我わが部一のスケコマシ小こ僧ぞうですこと。下した心ごころもない癖くせにナチュラルに口く説どいてますわ》


    「僕は女性でなくても優しいように心がけています」


    「仁じん。怒おこれよ。おまえいまなんか悪口いわれてたぞ？」


    「え？　どうしたんだい。健けん太た？」


    　聖せい羅らの〝副ふく音おん声せい〟に対して、ジンジンはいつも聞こえないふりをして返す。もしかすると本当に聞こえていないのかもしれない。


    「ではボール消しは不ふ評ひょうでしたので。次はこちらのお菓か子しを消してみせましょう」


    　と、小こ森もりさんは、手の上に、ころんとカールを一個のせた。


    「こんどは、なげるの、なしだぞー」


    「無む論ろんです」


    　小森さんはカウントをはじめた。


    「スリー……、ツー……、ワン……。ゼロ」


    　瞬間、手の上のお菓子が、消しよう失しつした。


    「すっごーい！　消えたー！」


    　霞かすみがぱちぱちと手を叩たたく。


    　その隣となりでケンケンは、腕うで組ぐみをして難むずかしい顔をしていたが──。


    　くわっと目を見み開ひらいて、大きな声をあげた。


    「見えた！」


    『わたしもー。いま小森さん。〝びゅごっ〟と凄すごい速さで食べました』


    　見えたのはケンケンとジルの二人。野や生せい男だん児じと野生女じよ児じの二名のみ。


    「こんどは俺おれにもみえたっ！　ヒカリみてーなはやさで〝びゅごっ〟と食った！　手て品じなのヒミツを、俺はみた！」


    「いやそれ手品じゃないから」


    「四しノの宮みや先せん輩ぱい。手品とはタネがあって然しかるべきものですよ。タネがなかったらそれは超能力や異い能のうじゃないですか」


    「そっか。そだね」


    「健太は動どう体たい視し力りよくはすごいんですよ。バッティングセンターで百八十キロのところに入っても、玉が止とまって見えるとか言いますし。──さすがに打てはしませんが」


    　ジンジンが自分のことのようにケンケンの自慢をする。


    「だめだな。トモちゃん。俺の目はごまかせねーぜー？」


    「精しよう進じんします」


    　小森さんは無表情のなかに恐きよう縮しゆくした色を浮かべた。
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    お祭りのひ
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    「あいつら。六時にこいっていっといて。もう六時すぎてるじゃん。ちこくだろ」


    「健けん太た。焦あせらない。女性とは身み支じ度たくに時間が掛かるものだそうだよ」


    　隣となり町まちの夏祭りに遠えん征せいを仕掛けたその日。境けい内だいの入り口にケンケンとジンジンは立っていた。


    「よくわかっていますわね。ジンジン。満点ですわ」


    　背はい後ごから掛けられた聖せい羅らの声に、ジンジンは身動きを止とめて固かたまった。そわそわ動いていたケンケンも急に静かになる。


    「ほら並んで並んでー。ジルちゃんここ。こもりんこっち。セラちゃんの隣がいいんだよね」


    　女じよ子したちが背後で並んでいる間、男だん子したちは、硬こう直ちよくぎみに立ち尽くしていた。


    「もう振り向いて、いいよー」


    　霞かすみの声で許ゆるしが出る。男子たちは、後うしろを向いた。


    「じゃじゃーん♡」


    　浴衣ゆかたの袖そでを左右に広げ、霞がおどけたように体を揺らす。


    　女子たちはそれぞれ違う柄がらの浴衣を着ていた。今日はお祭りのひ。そして浴衣厳げん守しゆのひ。女子ばかりでなく、男子たちも浴衣で合わせている。


    　霞を見ていたケンケンは、はっと我われに返ると、そっぽを向いた。そしてその顔を、女子の中でいちばん小さな一人に向ける。


    「トモちゃん似合ってんじゃん」


    「恐おそれ入ります」


    「うお。──まさかケンケンが褒ほめた！」


    「皆さんも大変に似合ってますよ。やはり二年生の方々はなんだか大人おとなっぽいですね。クラスメートとはぜんぜん違って見えます」


    「ジンジンって、なんでこー、手て慣なれてるカンジなんだろう。なんかカワイクないよね」


    「こいつんち。女ばっかだから。おべっかつかわねーと、コロされちまうの。命にかかわんの。だから女たらしなの」


    「女性がいつもと違う服を着てきたら褒めるものだということを僕は三歳にして会え得とくしました」


    「あーもーほら。帯おび。ほどけかけてるよ。ケンケンってば。──だらしない」


    　霞がケンケンに近づいてゆく。緩ゆるんでいた浴衣の帯を直してやろうと手を伸ばす。


    「あれー？　なんかうまくできなーい？　男のコの浴衣って、なんかこれ帯へんだよ？」


    　自分で着付けはできる霞だが、他人の帯を締しめる行為が、どうもうまくいかない。ケンケンを裸はだかにしかねないところまで路上で剝むいてしまって、直せなくなってしまって、慌あわてはじめる。


    「失礼します」


    　小こ森もりさんが音もなく動いた。鮮あざやかな手つきで、ほんの数秒でケンケンの帯おびを直してしまう。


    「よし！　レッツのゴーだぁ！　今日は遊ぶよーっ！」


    　霞かすみの号ごう令れいがかかった。本日の部活動──〝お祭りのひ〟がスタートする。


    　綿わたあめ。水あめ。かき氷。まずはこのへんで勢いきおいをつけて──。


    　イカぽっぽ。お好み焼き。たこ焼き。トウモロコシ。このへんでお腹なかを膨ふくらせて──。


    　射しや的てき。スーパーボール拾い。アクセサリー屋。で大いに遊ぶ。カメと金魚とオカヤドカリは、ケンケンが物もの凄すごい興きよう味みを持ったが、強ごう引いんに引っぱっていって──。


    　一通り回りおわって、人ひと心ごこ地ちついて、ちょっと休きゆう憩けいすることになったのが、お面めん屋の前だ。


    　霞たちが子供の頃の懐なつかしいお面から、ぜんぜん知らない古代のヒーローのお面から、ケンケンがいまハマりまくっている戦隊ヒーローまで。中学生にもなって特とく撮さつモノにハマっているのは、ちょっとどうかと思われるが──。


    「セラちゃんはお面いらないよねー。もうあるもんねー」


    　霞の言葉に、聖せい羅らは柔にゆう和わな微ほほ笑えみを返した。


    　──と。その浴衣ゆかたを、ちょいちょいと、下から引っぱる者がいた。


    「あら？」


    　見れば、幼稚園くらいの小さな子供が、聖羅の浴衣の裾すそを摑つかんでいた。


    　その子がじーっと見つめているのは──聖羅のお面だ。聖羅は常に狐きつねのお面を横掛けにしている。お面屋に並んでいるのとはまったく違う聖羅の狐のお面を、子供はじーっと見ている。


    　うらやましそうに……。欲しそうに……。


    「──んっ！」


    　子供は片手に握にぎっていた棒付きキャンデーを、聖羅のほうにぐいっと突きだした。


    『聖羅ちゃん。それってもしかして……、お面とその飴あめをトレードしようってことじゃ……』


    　ジルの言葉に、皆が顔色を変えた。聖羅がお面を外はずすのは、それは大変なことなのだ。特訓の甲か斐いあって、短期間ならお面を外しても平へい静せいでいられるようになったわけだが──。


    　しかしお面をあげてしまって、なくなってしまったら、聖羅は、いったい──。


    「はい。交こう換かんよ。大事にしてあげてね」


    　聖羅は腰こしをかがめて、狐面を子供に掛けてやった。


    　子供はキャンデーを聖羅の手に押しつけると、「わーい！」と走り去っていってしまった。


    「あげちゃうんだ！」


    　霞だけでない。皆が絶ぜつ句くしていた。


    「おじさま。そちらのお面。お幾いくらかしら？」


    　店に並ぶお面のひとつを適当に指さして、聖羅が屋や台たいのおじさんに訊きいている。


    　新しく買ったヒーローのお面を横掛けにすると、聖羅は、キャンデーをぺろりと舐なめた。


    「いいんだ！」
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    ジルのとっくん①
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    　夏休みの最さ中なかの、とある一日──。


    　セミの音がじわじわと染しみこむ部室のなかで、皆は一週間ぶりに顔を合わせた。


    「今日！　集まってもらったのは！　ほかでもありません！」


    　──と。霞かすみが挙きよ手しゆとともに宣せん言げんをする。


    「ジルちゃんが。なんか困ったことがあるんだって。だからみんなでなんとかしなきゃ。なんとかしてあげようよ。いいよねっ？」


    「ええ。もちろん。だって……。とっ……友達ですものね」


    　なぜか〝友達〟のところで言葉を詰まらせて、聖せい羅らが言う。言ってから顔を横にそらす。狐きつね面めんが前を向く。


    「いいぜー。女をたすけんのが男のやくめだかんなー」


    「ケンケンって。こいつ。こーゆーこと。さらりと真ま顔がおでゆーよね」


    「すこし尊そん敬けいしますわ」


    「健けん太たはそういうやつです。──あと僕も。もちろんお手伝いさせていただきます。──小こ森もりさんも、ですよね」


    　口くち数かずが最小限の小森さんは、ジンジンに話を振られて、こくこくとうなずいて返した。


    　たぶんきっとジンジンが訊きかなければ、自分からアピールはしなかったに違いない。


    「それでジルちゃん。問題ってなんなの？　どんなこと？」


    「おま！　きいてねーんか！」


    「四しノの宮みや先せん輩ぱいはそういう人です。──だけどジル先輩の問題事ごとは、夏休みの宿題を手伝って欲しいとか、そういうことではなさそうですね」


    「宿題っ、手伝わせてるんだ！　ケンケンってば！」


    「ちがうぞ。仁じんがどうしても手伝いたいっていうから俺おれは仕方なくやらせてやってんだぞ」


    「手伝いたいなんて言ってない。一緒にやろうと言っただけだ。捏ねつ造ぞうしないでくれ」


    「だめだよそれ！　ますます♡だよ！　♡♡♡くらいだよ！」


    　いつものＧグツＪジヨ部ぶのやりとりに、ジルの顔に──ほんのりと笑みが戻ってくる。


    『あのね。えっとね──』


    　と。ジルはそこで書くことをやめた。ホワイトボードをぱたりと横にのけて、そのかわりに紙袋から、紙の束をごそごそと取りだしてくる。


    　すでに文字を書きこんである紙が、何枚も出てくる。たしかに説明する事こと柄がらが決まっているなら、そのほうが早い。プレゼン資し料りようが机つくえの上に広げられる。


    『夏休み前のことだったんだけど。わたしのクラスでウサギさんを飼かうことになったの。夏休みの間も、みんなで交こう代たいで餌えさやり当番をやろうって決めたんだけど……。それでね。そのね。今日がねっ。わたしの当番の日で……』


    「あれでも？　ジルちゃん。いつも健けん太たにエサやってるよね？　カエル平気なのに……。なにが問題なの？　ジルちゃんウサギ苦手だったとか？」


    　二枚目が出てきた。


    『ううん。得意だよ。よく捕つかまえてたよ』


    「じゃあ……。平気なんじゃない？」


    　三枚目が出てくる。


    『だめなの』


    　そして四枚目が出る。


    『だってウサギ……大好物だから』


    「ほへ？　だいこうぶつ……って？」


    　このあたりからは先さき読よみの成せい果かではなく、リアルタイムにホワイトボードに書いていかれる。


    『シチューにするとねー、おいしいのー……！』


    　頰ほおに手をあて、ジルはうっとりとした表情を浮かべた。


    「ええっ!?　だってウサギだよ？　たたた、食べちゃうのっ!?　なんでどうしてっ!?」


    「イギリス料理でもフランス料理でも。ウサギ料理はありますわよ。フランスではスーパーの精せい肉にくコーナーでウサギが丸ごと普通に売られているのだとか」


    　聖せい羅らがそう裏付ける。世界的にはウサギは食用動物扱いという日本とは異ことなる常識を語る。


    「へ？　そうなの？　……食べるものなの？　でもでもっ！　だけど！　──クラスでみんなで飼かってるウサギは食べちゃだめだよねっ!?」


    「ジル先せん輩ぱいにもそれはわかっていると思うんですけど。だから僕たちに助けを求めてきたのではないでしょうか」


    「そっか。そうだよね」


    『わたしも……、わかってるんだよ？　ほんとだよ？　だけどこっちに来てから、ぜんぜんウサギ食べてなくて……。だって探さがしてもどこにもいないし』


    「いないよ！」


    　霞かすみは突っこんだ。都会の野原に、普通、ウサギはいない。


    『わたし。姉さんに野菜食べなさいって言ってるけど。でもべつにベジタリアンってわけでもなくて、お肉だって食べるんだよ？　ああ……、アザラシ食べたい』


    「いないから！　アザラシもっといないよ！」


    　会話の合間合間に、ジルはふっと遠い目をする。


    　その瞳ひとみのなかでは、理り性せいと野や性せいとが交こう互ごにまたたいて──。なんとも妖あやしい色をなしていた。


    　霞たちは事じ態たいの深しん刻こくさを、だんだんと理解していった。
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    ジルのとっくん②
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    「あー。あー。あー。……なんだか、あたし、わかってきた」


    『霞かすみちゃん！　わかってくれる？』


    　ジルが霞の手をぎゅっと握にぎってくる。


    「あのう。すいません。色々と理解した上での発言ですけど。やはり僕には、それは我が慢まんすれば済すむことのように思えるのですけど……」


    　控ひかえめな態度で、そう言ったのはジンジン。ＧグツＪジヨ部ぶの中でいちばん理性的な彼こその意見。


    『そ、そうなのかな……。やっぱり。わたし。おかしいのかな……』


    「ジンジンだめでしょ！　ジルちゃん泣かしちゃ！」


    『泣いてないよ？　泣いてないけど。でもわたし。そっか。やっぱり……』


    「おかしくないよ！」


    　霞は声を張りあげた。


    「誰でも我慢できないことって、あるよね！　そうだよね？　たとえば目の前に端はしっこ剝はがれかけの保護シートがあったときとか。お兄ちゃんこのあいだ、いっぺん剝がれた保護シートをケータイにセロハンテープで貼はり直していたんだよ！　しんじらんない！」


    「俺おれも冷蔵庫に名前の書いてねープリンがはいっていたら……。やっべー、じぶんを抑おさえられる自信がねー」


    「健けん太た。君はそうやっていつも葉は月づきさんに折せつ檻かんくらっているよね一向に学習しないよね。そして僕も──そうですね。本棚に本が巻かん数すうバラバラに並べられているのを目にしたら自分を抑えきれる自信はありません。ええ──そうです。理性ではいかんともしがたい物もの事ごとというのは、確かにこの世に存在しています」


    「え？　つぎはわたくし？」


    　ローテーションが回ってきて、聖せい羅らは切れ長の目をぱちくりとさせた。


    「ええと。わたくしは──。そうね。ケンケンが〝イジメてオーラ〟をはみださせていたら、いじらずにはいられませんかしら」


    「いつ俺がそんなオーラだしたよ？　でたらめゆうなー」


    「ああ……。ふふっ……、いいわ。その表情」


    　ほうっと吐と息いきを洩もらして、聖羅は小指を口にくわえた。目を妖あやしく光らせる。


    「聖羅ちゃん正しよう気きにもどってー！　いまセラちゃんのターンじゃないから！」


    「あぶないところでしたわ」


    「はい。じゃあね最後はねっ。──はいっ！　小こ森もりさんっ！」


    「空からになったカップを見ると、紅茶を注つがずにはいられません。恵めぐみ様の心境が、ほんのすこし百万分の一くらいわかるようになりました」


    「なーなー？　〝めぐみさん〟って、それだれそれー？　戦せん闘とう力りよく百万あるのー？」


    　皆がそれぞれに励はげましの言葉をかけたが、それでもジルは浮かない顔のままだった。


    　ウサギが美お味いしそうに見えてしまう──その気持ちが異常ではないと、納なつ得とくできて安心できたとしても、それで問題自体が解決したわけではないからだ。


    　ジルは、とことことロッカーに歩いて行った。


    　部室の一いち面めんを占しめていて、隣となりの部屋との仕切りパーテイシヨンにもなっている私し物ぶつロッカーを開ひらいて──その中から、なんか鋼こう鉄てつ製せいのゴツくて凶きよう悪あくなものを取りだしてくる。


    「なななな──なにそれなんなのその凶悪なのっ！　あぶない！　あぶないからしまおうよ！」


    「先せん輩ぱい。日本に銃じゆう刀とう法ほうという法律はありますが、鈍どん器き──いわゆるメイスやモーニングスターなどを取り締しまる法律はなかったはずです。でも鎖くさりのついているこれって……フレイルと言ったかな？　ファンタジーはあまり守しゆ備び範はん囲いに入っていないんですよね。古典が多くて……」


    　ジンジンが眼鏡めがねを上げ下さげして、その〝武器〟を見つめている。


    　柄えの先に鎖で繫つながれているのは、トゲトゲのついた凶悪な鉄てつ球きゆう。振り回してぶち当てたら、人間の頭ず蓋がい骨こつくらい、簡単に陥かん没ぼつしてしまいそうな──およそ平和なこの現代日本において、必要とは思えない、純粋な戦闘用の武器だった。武器というより〝兵器〟というべき。


    　思い詰めた顔で、ジルはホワイトボードに文字を書く。


    『もし私がウサギさんを食べちゃいそうになったら──これで倒して』


    　差しだされる〝フレイル〟を受け取ろうとする者はいない。リーダーの霞かすみも腰こしが引けている。


    「た、倒して……って言われてもっ」


    『〝みねうち〟で……おねがいします』


    「しんじゃうしんじゃう！　そんなんで殴なぐったら、ぜったいしんじゃう！　峰みね打うちムリっ！」


    「よいこは真ま似ねをしてはいけませんわ」


    『じゃあ……、もすこし弱いのだと……。こっち？』


    　次に出てきたのは〝釘くぎバット〟。「夜よ露ろ死し苦く」と赤く垂たれ流れるペンキで文字が書いてある。


    「ななな、なにそれ別の意味で凶悪なの！　なんでジルちゃんそんなの持ってるのっ!?」


    『えと。これはこのあいだ。姉さんと一緒に、わるいひとたちをやっつけて。没ぼつ収しゆうしたやつ』


    「それだってだめだって。しんじゃうって」


    『じゃあ……、これ？』


    　最後に出てきたのは木ぼく刀とうだ。修学旅行のおみやげに買うような〝おとなしい〟やつ。


    『……だけど。これじゃわたし倒せないよ？』


    「だから倒さないって！」


    　霞はジルの両手を、ぎゅっと摑つかんだ。そして強い顔で、強い言葉をかけた。


    「だからね。ジルちゃん！　こーゆーときはねっ──特訓だよっ！」
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    ジルのとっくん③

    


    [image: ]


    『えと。特訓……。わたしを倒せるようにする特訓で……いいんだよね？』


    「ちがーう！」


    『ごめ──ごめんなさい』


    　ジルはあたふたと慌あわてた。その拍ひよう子しにマーカーのキャップを落としてしまう。


    　かがんで、ひろって──おっきなお尻しりが皆の側がわに向く。そうしているあいだに、ジルはなにか名案でも閃ひらめいたようで──顔を戻すと、明るい顔でさらさらと書いてきた。


    『あのね！　姉さんだったら一いち撃げきだよ！　わたし姉さんの足元にも及ばないんだから』


    「そこから離れようよー。もー」


    「お嬢じよう様さま。ご注文の品。お持ちしました」


    　がらりと部室の戸が開ひらいた。大きいほうの小こ森もりさん──じゃなくて。そこにいたのは森もりさん。


    　森さんは紙袋を部屋の内側に置くと、ぱたりと戸を閉しめてしまった。気け配はいもすぐ消える。


    「天あま使つか先せん輩ぱい。それは？　森さんに持ってきてもらったのは、特訓のための道具でしょうか？」


    「ええ。無む論ろんですわ」


    　袋の中から出てきたのは──。ウサギだった。


    「本物……じゃないよね？　これってぬいぐるみ？　……なのかな？」


    　ぬいぐるみなのだとしたら、本物と見間違うような精せい巧こうな品だ。


    　顔の前に持ちあげて、霞かすみはウサギの目を覗のぞきこんだ。ガラス玉っぽい。やっぱり本物と違う。


    「イングランドのぬいぐるみ職人による逸いつ品ぴんです。姉ねえさまの部屋から拝はい借しやくしてまいりました」


    「勝手にもってきちゃったの？　だめだよちゃんと訊きかないと。まーちゃん泣いちゃうよ？」


    　精巧なぬいぐるみを使って、慣れてもらおうという作戦なのだろう。──そのように理解した霞だが、妹の持ち物を勝手に持ちだしてきたというところには、ちょっと引っかかった。


    「姉さまはいまデート中です。お邪じや魔ましては悪いかと。ええですが大丈夫ですわ。今夜姉さまに事じ後ご承しよう諾だくを取ってみたところお許ゆるしが得えられたと──〝中なかの人〟がそう申しております」


    「わかんないし。なんか時じ制せいへんだけど……。じゃ。ま。いっか」


    「ええ」


    「てゆうか。まーちゃん。小学四年生なのにデートする相手とかいるんだ。すごい。あたしなんてお兄ちゃんとしかデートしたことないのに」


    「お相手は霞さんもよくご存じの方ですけど」


    「えっ？　だれだれっ!?　どこの子っ!?」


    「だまれよ。おめえら。いまジルのとっくんだろ？」


    「そだ。ごめん」


    　ケンケンに言われて、霞かすみはぺろりと舌したをだした。ぬいぐるみを、ジルに向けて差しだす。


    「じゃあこれ！　ジルちゃん。はい！　この子を本物のウサギさんだと思って！」


    　ジルは受け取ったぬいぐるみを抱だきあげた。おそるおそるといった顔で、顔を近づける。


    　そして胸むねに抱き寄せて、ぎゅーっ、とやった。


    「だ、だいじょうぶ……かなっ？」


    「どうでしょう」


    「ジル先せん輩ぱいは……。いま普通の女の子に見えますけど。僕には」


    「〝殺気〟……ってゆーのは、出てねーぞ。俺おれ。たぶんそんな気がするぞ」


    　皆がちょっと安心して──気を抜いた瞬間。


    　ごぎょっ。──とか。音がした。


    　ウサギの首が、百八十度ほど回転していた。


    「だめー！　ジルちゃんだめー！」


    　霞の叫さけびで、ジルは、はっと我われに返った。


    『えっ？　あれっ？　わたしっ──？』


    　無意識にやっていたことだったらしい。なんかものすごく慣れた手つきで、ジルは無意識のうちに、ウサギを〝絞しめて〟しまっていた。


    　首の取れかけたウサギさんは、小こ森もりさんが糸と針とを使って修しゆう復ふくした。ぐいこぐいこと、はみだした臓ぞう物もつ──綿わたを体内に押しこんで、手早く縫ぬい、糸切り歯で、ぷちんと糸を切る。


    「できました。もういちど。どうぞ」


    　ジルの手にぬいぐるみが再び渡される。


    「こ、こんどは……、だいじょうぶ……、かなっ？」


    　前よりも長い時間が経けい過かして、霞たちがちょっと安心して、目を離した瞬間──。


    　あぎあぎあぎあぎ。


    　ジルはぬいぐるみを齧かじりはじめていた。ふさふさの毛にヨダレがべったりとついている。


    「だめーっ！　ジルちゃんだめーっ！　生なまで食べちゃだめーっ！」


    　ぬいぐるみを引き離そうとするが、強い力で抵てい抗こうされる。その目に妖あやしい光が灯ともっている。


    「るるるるるる。」


    「ジルちゃん野や生せいに返っちゃだめーっ!!　こっち帰ってきてーっ!!」


    　正しよう気きに返ってから、ジルは本当にしょんぼりとした顔で、椅い子すに座っていた。


    『ごめんなさい……。あのね。なんかね。……かわいい、と。……おいしそう、はね。このあたりのおんなじところで感じるの。だからだめなの』


    　下か腹ふく部ぶのあたりを手で押さえつつ、ジルはそう言った。


    　窓まどの外はだんだんとオレンジ色に染そまりつつあった。


    　きっとウサギはお腹を空すかせているはずだ。
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    ジルのとっくん④
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    　夕暮れの教室へと、皆で場所を移動した。


    　教室の後うしろの飼し育いくケージに、ゆっくりと歩んでゆくジルのことを、皆は、ただ無言で見守るだけしかできなかった。


    　ジルは自信のまったくない暗い顔で、ケージを開ひらいた。


    　ふるふるぷるぷると震ふるえる──白い艶つややかな毛並みをした小しよう動どう物ぶつに、両手をかけてゆく。


    〝大だい惨さん事じ〟の予感に誰もが怯おびえた。霞かすみは目をぎゅっとつぶっていた。


    《おなかすいたー》


    　その時だった。明るく能のう天てん気きな〝声〟が、部屋のなかに響ひびき渡ったのは。


    　声のような──。声ではないような──。どこから響いてくるのかも定さだかではない声が聞こえてくる。


    「セラちゃん……なの？」


    　ほとんどの者の目が、自然と聖せい羅らに集まっていた。


    「異い能のう……。《中なかの人》。以い心しん伝でん心しん・悟さとられバージョン──ですわ」


    　狐きつね面めんを正しよう面めんにかぶった少女が、そう答える。


    　ふだんから聖羅の〝副ふく音おん声せい〟が聞こえている側がわの人間は、それだけで、だいたいのところを理解した。


    「あの……？　どうしたんですか？　皆さん？　あのう、天あま使つか先せん輩ぱい？　ジル先輩？」


    　聞こえていない側の人間は、きょとんとするばかり。


    《わーい。ひとだー。ひとだー。はっぱくれるー？　くれるー？》


    　ウサギは鼻をひくひくと動かして、ジルの手のにおいを嗅かいでいた。


    《はっぱー。たのしみー。すきー。ひとはー。すきー。だいすきー。はっぱのつぎにすきー》


    　鼻先が動く。ひくひく。


    　まんまるく目を見み開ひらいたジルは、しばらくのあいだ、ウサギの好きにさせていた。


    　そのうちに自分から、ウサギの頭をゆっくりと撫なでにかかる。


    《はっぱ？　まだー？》


    　ジルは持ってきていたビニール袋の口を開くと、ウサギのエサを取りだした。


    　ウサギのために用意したエサは、キャベツの使わない外側の葉っぱが半分と、あとパンの耳が半分。馴な染じみの八や百お屋やさんと、馴染みのパン屋さんとを回って、頼みこんで、彼女がその足で集めてきたものだ。


    《わーい》


    　ウサギはキャベツを、もくもくと食べた。


    　もくもく。ひくひく。もくもく。ひくひく。


    　声はもう聞こえない。たぶんいまなにも考えていない。


    「浅あさ知ぢ恵えでしたけど。でもコミュニケーションが可能な相手は、さすがに食べられないのではないかと思いまして──」


    　聖せい羅らが言う。面めんをあげて顔を見せてくる。


    　そこにはすこしだけ笑顔が浮かんでいた。


    　ジルは強い目を取り戻していた。


    　皆に向かって、大きく、一回だけうなずいた。


    　エサ袋を霞かすみに預あずける。〝撲ぼく殺さつ武器〟のほうはケンケンへと託たくした。武器を受け取ったケンケンは、一回だけ、こくりと、強いうなずきをジルに返した。


    　ジルはウサギのケージに近づいていった。


    　ウサギを抱だきあげ、顔の前に持ってゆく。間ま近ぢかで顔を合わせて──にらめっこをする。


    　それから豊かな胸むねに、ぎゅーっとかき抱いだく。ふわふわのもさもさの柔やわらかくて温あたたかい生き物を、胸の谷間に埋うずめきった。


    　皆、固かた唾ずを呑のんで見守っていた。


    　ジルの朱あかい唇くちびるが、わずかに開ひらく。


    「──かわい。」


    　はあぁぁぁぁ──っと、皆は安あん堵どの吐と息いきを洩もらした。


    　霞など──その場にへたりこみそうになるところを、ぐっと、膝ひざに力を込めて踏んばった。


    　膝ががくがくと笑っていて、足に力が入らない。


    　危機は脱だつされた。


    「なんだか僕にはよくわからないのですけど……。とりあえず。写真。撮とっときましょうか？」


    　ジンジンがスマートフォンを振ってくる。カメラアプリを立ちあげて、置き場所を工く夫ふうして机つくえの上に固定して、タイマーをスタートさせている。


    　はやくはやくと、霞が皆を急せかす。腕うでをいっぱいに広げて、ケンケンと聖羅と、小こ森もりさんと、皆の首を腕の中にかきいれようとするが──女の子の小さな腕ではちょっと無理がある。


    　駆かけてきたジンジンの首根っこに、霞が抱きついた。ぎゅーっとしぼりあげる。


    　ぴっ……、ぴっ……、ぴっ……、ぴっ、ぴっ、ぴっ。


    　カウントがどんどん減ってゆく。そのカウントダウンの音を聞きながら、皆の顔に浮かぶのは──示しあわせたわけでもないのに、なぜだか同じ表情だった。


    　不ふ敵てきな笑えみというやつだ。


    　ＧグツＪジヨ部ぶ中等部の団結力の前には──どんな困こん難なんであろうとも、こうして道を譲ゆずるのだ。


    　ジルは皆のまんなかで、ウサギをぎゅーっと抱いていた。


    「ぶいっ。」
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    あとがき


    



    　作者の新あら木き伸しんと申します。前シリーズからの読者の皆様も、今シリーズからの皆様も、あとこの中等部二巻から読まれた皆様も、はじめまして。


    



    　さて。ほとんどの読者諸氏におかれましては、帯のあたりの「大ニュース」をすでにご覧になっていると思います。まだの方はちょっと本を閉じて帯を見てみてください～。


    　そちらの話題は後のほうに書くとしまして、まずは恒こう例れいの「取り扱い説明」から。


    



    　本書は「四コマ小説です」。ゆるふわかつ、わーきゃーひゃーと、賑にぎやかで楽しい中学生ライフが三十六話ぎっしりです。あるやさんの可愛かわいいイラストも三十六話満載です。


    　各話は四ページ構成となってます。短い時間でも読めます。授業の合間の十分休みとか。朝夕の通勤通学タイムの一駅区間とか。勉強の合間のリフレッシュとか。そうした日常生活の切れ目に「ゆるふわ」と「癒いやし」を添そえられれば──と思って書きました。


    



    　つづきましては、恒例元ネタリスペクトコーナーです。


    　まずは、島しま本もと和かず彦ひこ・著／「炎ほのおの転校生」です。正義ハチマキをなびかせて転校生・滝たき沢ざわ昇のぼるが引き起こす熱くてお馬ば鹿かな超絶バトル・ギャグマンガです。昔のマンガではありますが、霞かすみとケンケンあたりはマジ大ハマりしそうなノリです。てゆうか霞。実際にハマってますし。本書で霞が身につけた「四しノの宮みや電撃ショック」と「四ノ宮スパーク」の元ネタは、作中の「技わざ北きた電撃ショック」と「技北電撃スパーク」より。他にも「靴くつマシンガン」とか「国こく電でんパンチ」などが有名です。（※注：国電とはＪＲの昔の呼び名）


    



    　あとはジルの「お仕置き」について。人間一人を片手で吊つるし、さらには「こっち弱いほうの手」と告つげるあの大技ですが。アーノルド・シュワルツェネッガー主演のハリウッド映画「コマンドー」の一場面より。いやマジで大の大人を片手で吊しているんですよ。さすがミスター・ターミネーター。ちなみによい子は真ま似ねをしてはいけません。てゆうかジルの一族しかできないでしょうけど。


    



    　さて。それでは大ニュースの「アニメ化」の話です。


    　新木は前にも「次巻で大ニュース！」とかやって期待させておいて、「アニメ化？　アニメ化？　アニメ化キタの？」と期待させちゃって、じつは中等部のスタートでした、なんてことをやってしまいましたが。


    　今回はホントのホントです。アニメ化決定だそうです。喜んでください。新あら木きも喜んでいます。てゆうかぶっちゃけいまだに信じられません。じつはドッキリなんじゃないかと、編集部に打ち合わせに行くと、ついついカメラを探してしまう日々です。


    　なお現段階では、僕も帯に書いてあることくらいしか話せることがなくって……。僕も「決まりました」てなことを聞いたくらいでして。


    　気になる方は、詳しくは翌月以降の折りこみチラシの「ガ報」とか、ガガガ文庫公式ＨＰなどをチェックしてみてください。続報などはそちらに載のるはずです。


    　あ。そうそう。ひとつだけありました。アニメになるのは無印ＧグツＪジヨ部ぶ高校編のほうです。こちらの中等部ではなくて、部長たちや京きよう夜やたちの話となります。


    



    　最後は著者ＨＰのご紹介です。アンケートなどやってます。中等部に関しての意見などもどうぞ。著者にメッセージが届きます。意見は作品内容に反映されるかもっ？


    ↓カメラのない機種の方はこちらからどうぞ


    http://www.araki-shin.com/araki/keitai.htm


    ↓パソコン専用ページ（右記携帯向けアドレスも入室可能です）


    http://www.araki-shin.com/

  



  
    新木　伸


    Shin Araki


    



    キャラクター小説の探求者であり開拓者であり冒険家。日常四コマ小説を書くのがすっかり「日常」となってきた今日この頃。ベランダ菜園は暖かくなってきたら黒いアブラムシが大量発生して、細ネギもニラも根こそぎ吸い尽くされました。どっちもネギ科なのでした～。
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